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こ
ら
え
切
れ
な
い
涙
あ
り
、
満
開
の
笑
顔

あ
り―

写
真
上
は
嘉
島
中
の
卒
業
式
か
ら
。

続
け
て
時
計
回
り
に
▽
町
消
防
出
初
め
式
▽

嘉
島
幼
稚
園
の
ひ
な
祭
り「
お
め
か
し
デ
ー
」

▽
県
健
康
づ
く
り
功
労
団
体
に
輝
い
た
町
食

生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
の
皆
さ
ん
。

　

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
熊
本

地
震
。「
た
だ
、
物
の
見
方
、
考
え

方
次
第
で
は
、
ど
ん
な
災
厄
で
も
福

へ
と
転
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
も
」―

先
の
嘉
島
西
小
学
習
発
表

会
「
三
年
と
う
げ
」
の
ス
テ
ー
ジ
は
、

そ
ん
な
機
知
に
富
ん
だ
痛
快
な
問
い

掛
け
で
し
た
。

　

震
災
か
ら
続
い
た
「
ユ
メ
セ
ン
」

は
３
年
で
一
区
切
り
。
東
西
両
小
に

毎
年
派
遣
さ
れ
た
日
本
サ
ッ
カ
ー
協

会
「
夢
先
生
」
の
授
業
は
子
ど
も
た

ち
の
歓
声
に
包
ま
れ
、
新
た
な
気
づ

き
の
場
と
も
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
伝
授
す
る

必
勝
戦
術
の
立
て
方（
計
画
）に
し
ろ
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
（
団
結
）

に
し
ろ
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
に
限

ら
ず
、
震
災
な
ど
の
災
害
対
応
に
も

通
じ
そ
う
。

春
の
面
差
し

熊本地震から３年
嘉島町長　荒木　泰臣

　

あ
れ
か
ら
３
年
。
町
は
被
災
者
に

寄
り
添
う
復
旧
・
復
興
を
よ
り
一
層

加
速
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
新
た
な

「
令
和
」
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い

夢
や
希
望
を
思
い
描
け
る
地
域
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

〝
災
害
の
時
代
〞
で
も
あ
っ
た
平

成
か
ら
改
ま
る
「
令
和
」
は
「
災
害

に
強
い
新
時
代
に
」
と
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
（
４
月
１
日
）



平
成
31
年
第
１
回
定
例
会 　

円
、
認
定
こ
ど
も
園
と
保
育
園
を

新
た
に
１
園
ず
つ
開
設
す
る
施
設

整
備
補
助
事
業
費
１
億
４
０
１
７

万
円
な
ど
で
す
。

　

町
公
民
館
条
例
を
一
部
改
正
す

る
の
は
、
老
朽
化
に
伴
っ
て
廃
止

す
る
現
在
の
町
公
民
館
を
、
町
教

育
委
員
会
が
入
っ
て
い
る
町
民
会

館
に
移
す
も
の
で
す
。
ま
た
、
議

会
選
出
の
監
査
委
員
に
春
日
堅
一

氏
、
教
育
委
員
に
髙
松
ひ
づ
る
氏

（
62
）
＝
井
寺
＝
を
選
任
す
る
こ

と
に
い
ず
れ
も
同
意
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
園
田
義
宣
、

　

朝
夕
は
別
に
し
て
昼
間
は
春
の

陽
気
に
恵
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
熊
本
地
震
か
ら
３
年
。
イ

ン
フ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
復
旧
・

復
興
に
あ
る
程
度
は
め
ど
も
立
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
、
被
災
者
の

皆
さ
ん
の
恒
久
的
な
住
ま
い
の
確

保
を
急
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

１
１
世
帯
２
６
４
人
と
発
災
後
、

ピ
ー
ク
時
の
約
３
割
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
被
災
者
の
生
活
再
建

に
つ
き
ま
し
て
は
ま
だ
道
半
ば
で

あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
復
興
に

向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

◆
そ
の
生
活
再
建
支
援
の
取
り

組
み
の
一
つ
で
あ
る
「
住
ま
い
の

再
建　

四
つ
の
支
援
策
」
に
つ
き

ま
し
て
は
２
月
末
現
在
、

・
転
居
費
用
助
成
２
９
１
件

・ 

民
間
賃
貸
住
宅
入
居
支
援
助

成
21
件

・ 

住
ま
い
の
再
建
支
援
（
利
子
助

成
）
46
件

・ 

リ
バ
ー
ス
モ
ー
ゲ
ー
ジ
利
子

助
成
０
件

　
「
転
居
費
用
」「
民
間
賃
貸
住
宅

入
居
支
援
」
合
わ
せ
て
３
３
３
０

万
円
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

◆
な
お
、
地
震
後
か
ら
受
け
付

け
を
行
っ
て
き
ま
し
た
「
被
災
者

生
活
再
建
支
援
の
基
礎
支
援
金
」

は
今
年
５
月
13
日
で
申
請
期
間
を

終
了
す
る
見
込
み
で
す
。
た
だ

「
加
算
支
援
金
」
に
つ
い
て
は
申

請
期
間
が
発
災
日
か
ら
37
カ
月
と

決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
再
建

の
遅
れ
も
あ
り
今
後
１
年
間
の
延

長
を
国
に
要
望
中
で
す
。

　

◆
ま
た
、
昨
年
12
月
に
は
「
被

災
住
宅
用
地
に
係
る
課
税
標
準
の

特
例
措
置
」
の
適
用
期
間
を
２
年

間
延
長
す
る
こ
と
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
引
き
続
き
被
災
に
よ
る
更
地

を
住
宅
用
地
と
み
な
し
て
固
定
資

産
税
の
軽
減
を
行
う
予
定
で
す
。

災
害
公
営
住
宅

　

現
在
、
上
島
、
鯰
の
２
団
地
が

造
成
工
事
を
終
え
建
築
に
着
手
、

８
月
に
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
六
嘉
、
西
村
に
つ
き
ま
し

て
は
12
月
の
完
成
予
定
に
向
け
造

成
工
事
を
進
め
て
お
り
、
本
定
例

町
の
新
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

案
な
ど
可
決
し
た
定
例
町
議
会

境
野
隆
文
、
鍋
田
平
の
３
議
員
が

登
壇
。
震
災
復
旧
や
保
育
所
新
設

に
伴
う
浮
島
周
辺
の
環
境
整
備
、

交
通
問
題
な
ど
に
つ
い
て
執
行
部

の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。
詳
細

は
「
議
会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
昨
年
12
月
定
例
会
以
降
】

熊
本
地
震
か
ら
の
復
興

  

　

熊
本
地
震
発
生
か
ら
や
が
て
３

年
に
な
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
な
ど

の
復
旧
は
ほ
ぼ
完
了
し
、
被
災
さ

れ
た
方
々
の
新
し
い
住
宅
の
建
築

も
進
み
、
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居

状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
２
月
末
現

在
、
建
設
型
仮
設
住
宅
が
83
世
帯

の
１
８
２
人
、
み
な
し
仮
設
住
宅

は
28
世
帯
の
82
人
、
全
体
で
１

町当初予算案など可決町当初予算案など可決

↑

嘉
島
町

町
議
会

荒
木
町
長　

町
政
報
告

　

31
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
前

年
度
の
当
初
53
億
４
２
４
９
万
円

に
比
べ
、
２
・
８
％
の
増
額
。
ま

た
、
５
億
７
４
２
４
万
８
千
円
の

減
額
補
正
と
な
っ
た
30
年
度
一
般

会
計
予
算
の
総
額
は
59
億
２
２
５

０
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

31
年
度
の
主
な
事
業
は
、
総
合

運
動
公
園
の
大
幅
拡
張
に
伴
う
整

備
事
業
費
３
億
６
３
３
５
万
６
千

議会選出 監査委員に春日氏

　
【
町
政
報
告

　
　
　
　

３
面
に
続
く
】

　

嘉
島
町
議
会
の
平
成
31
年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
８
〜
13

日
ま
で
６
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
、
総
額
54
億
９
０
６
２
万

８
千
円
の
新
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
案
は
じ
め
25
議
案

（
条
例
８
件
、
当
初
予
算
７
件
、
補
正
予
算
６
件
、
そ
の
他

４
件
）、
人
事
案
４
件
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
・
同
意

し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

運動公園拡張、保育施設整備

広報かしま2019.4
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会
に
上
六
嘉
、
西
村
の
住
宅
建
設

工
事
な
ど
の
変
更
契
約
を
お
諮
り

し
て
お
り
ま
す
。

義
援
金
の
追
加
配
分

　

２
月
の
広
報
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
熊
本
県
の
義
援
金
の

追
加
配
分
が
行
わ
れ
て
「
全
壊
世

帯
と
解
体
世
帯
に
５
万
円
」「
半

壊
世
帯
に
２
万
５
千
円
」、
そ
し

て
新
た
な
配
分
基
準
と
し
て
住
民

税
非
課
税
世
帯
に
対
し
「
全
壊
と

解
体
世
帯
へ
20
万
円
」「
半
壊
世

帯
へ
10
万
円
」
が
配
分
さ
れ
ま
す
。 　

ま
た
、
町
に
対
す
る
義
援
金
に

つ
き
ま
し
て
も
義
援
金
配
分
委
員

会
の
決
定
に
基
づ
き
、
県
の
追
加

配
分
と
併
せ
て
配
分
を
行
う
予
定

と
し
て
お
り
、
配
分
の
時
期
は
３

月
下
旬
の
見
込
み
で
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
生
活
再
建
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

幼
児
教
育
・

　
　
　

保
育
の
無
償
化

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
法
改
正
案

が
閣
議
決
定
さ
れ
、
本
年
10
月
１

日
よ
り
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
全

て
の
子
ど
も
た
ち
の
幼
稚
園
、
保

育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
費

用
が
無
償
化
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
低
所
得
者
世
帯
に
配
慮

し
た
施
策
と
し
て
、
０
歳
か
ら
２

歳
ま
で
の
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

子
ど
も
を
対
象
と
し
て
、
保
育
園

な
ど
の
費
用
の
無
償
化
が
始
ま
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
さ
ら
に
子
育
て

世
代
の
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
ま

す
。成

人
式

　

男
性
46
人
、
女
性
40
人
―
合
わ

せ
て
86
人
の
方
々
が
成
人
を
迎
え

ら
れ
、
式
典
に
は
新
成
人
71
人
が

臨
ん
で
大
人
の
仲
間
入
り
の
決
意

を
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

第
43
回
上
益
城
郡

　
　

町
対
抗
駅
伝
大
会

　

昨
年
12
月
９
日
、
御
船
町
役
場

↑

前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
Ｊ
Ａ
か
み
ま

し
き
嘉
島
支
所
前
を
ゴ
ー
ル
と
す

る
８
区
間
37
・
８
㌔
の
コ
ー
ス
で

行
わ
れ
、
郡
内
５
町
か
ら
７
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
本
町
の
タ
イ
ム
は

２
時
間
18
分
13
秒
で
３
位
の
成
績

を
収
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
５
区
を
走
っ
た
嘉
島
中

２
年
の
林
選
手
、
６
区
を
走
っ
た

嘉
島
中
３
年
の
家
入
選
手
の
２
人

が
区
間
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
（
愛
称
イ
ー
ス
ト
）

　

昨
年
６
月
か
ら
多
目
的
ホ
ー
ル

を
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
利
用

し
、
空
き
時
間
に
つ
い
て
は
一
般

貸
し
出
し
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
や
地
域

ふ
れ
あ
い
室
（
食
堂
）
に
つ
き
ま

し
て
今
年
１
月
、
入
居
者
の
公
募

を
実
施
。
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
２

室
、
お
よ
び
地
域
ふ
れ
あ
い
室
へ

の
入
居
が
決
定
し
、
４
月
か
ら
入

居
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
１
室

に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
公

募
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

２０１９年第１回定例町議会で
町政報告を行う荒木町長

文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

現
在
、
町
公
民
館
や
プ
レ
ハ
ブ

を
利
用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
埋
蔵

文
化
財
の
整
理
作
業
を
行
う
た
め
、

役
場
南
側
敷
地
に
「
文
化
財
セ
ン

タ
ー
」
建
設
の
計
画
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

建
物
は
埋
蔵
文
化
財
の
整
理
作

業
ス
ペ
ー
ス
、
保
管
庫
お
よ
び
倉

庫
で
延
べ
床
面
積
約
４
７
０
平
方

㍍
の
計
画
と
し
、
19
年
度
の
完
成

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

東
部
台
地

　
　

土
地
区
画
整
理
事
業

　

矢
形
川
右
岸
、
庄
嶋
橋
下
流
の

４
号
調
整
池
の
工
事
を
昨
年
末
に

発
注
し
、
３
月
は
都
市
計
画
道
路
、

粗
造
成
、
雨
水
管
敷
設
の
工
事

（
４
本
）
を
発
注
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
連
す
る
下
水
道
工
事

で
あ
る
「
嘉
島
１
・
２
号
汚
水
幹

線
管
渠
（
き
ょ
）
築
造
工
事
」
の

６
カ
所
が
完
成
し
、
簡
易
水
道
事

業
に
関
し
て
は
供
用
開
始
に
向
け

第
１
工
区
ま
で
の
配
水
管
設
計
業

務
委
託
を
完
了
し
、
配
水
池
の

フ
ェ
ン
ス
築
造
工
事
も
完
了
済
み

で
あ
り
ま
す
。

企
業
誘
致

　

下
仲
間
・
上
仲
間
地
区
計
画
区

域
で
す
が
、
熊
本
交
通
運
輸
は
今

春
開
業
の
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

新
興
運
送
と
倉
岡
紙
工
に
つ
き
ま

し
て
は
今
春
に
建
築
着
手
の
予
定

で
す
。

　

ま
た
、
上
島
北
鶴
、
鯰
太
郎
丸

地
区
の
地
区
計
画
も
地
権
者
の
皆

さ
ま
に
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
開

発
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
し

て
、
５
社
の
進
出
予
定
が
あ
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
関
係
機
関
と
協
議
を

重
ね
な
が
ら
新
た
な
企
業
誘
致
可

能
な
適
地
の
検
討
を
進
め
、
産
業

振
興
、
雇
用
創
出
、
定
住
促
進
な

ど
に
よ
り
、
さ
ら
に
町
の
発
展
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
【
町
政
報
告

　
　
　
　

２
面
か
ら
続
く
】
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災
の
備
え
万
全

災
の
備
え
万
全

町
長
は
団
員
ら
の
献
身
的
な
活
動

に
敬
意
を
表
し
、「
地
域
防
災
の

要
で
あ
る
消
防
団
は
安
全
・
安
心

な
町
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
」
と

激
励
。

　

佐
藤
団
長
が
「
災
害
は
い
つ
、

ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
ず
、
常

に
備
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
訓
示
し
、
第
１
分
団
第
１

部
（
井
寺
）
の
髙
松
英
太
朗
班
長

が
選
手
宣
誓
を
行
っ
て
全
13
部
対

抗
の
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

　

団
員
ら
は
館
内
で
行
わ
れ
た
通

常
点
検
で
き
び
き
び
と
統
制
の
と

れ
た
行
動
訓
練
の
成
果
を
競
い
、

屋
外
駐
車
場
で
の
玉
落
と
し
で
は

各
部
の
精
鋭
ら
が
雨
天
の
中
、
小

型
ポ
ン
プ
を
操
作
し
、
三
つ
の
標

的
に
放
水
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
な
じ
み
嘉
島
保
育
園
、
幼
光

保
育
園
、
東
部
幼
光
保
育
園
、
嘉

島
幼
稚
園
の
各
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

員
た
ち
も
神
妙
な
表
情
で
荒
木
町

長
の
点
検
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

競
技
成
績
と
被
表
彰
者
は
次
の
通

り
で
す
（
敬
称
略
）。

　
【
競
技
成
績
】

　

◇
通
常
点
検　

①
第
１
分
団
第

１
部
（
井
寺
）
②
第
３
分
団
第
１

部
（
上
島
）
③
第
４
分
団
第
３
部

（
下
仲
間
）
◇
玉
落
と
し　

①
第

１
分
団
第
２
部
（
下
六
嘉
）
②
第

１
分
団
第
１
部
③
第
４
分
団
第
３

部
◇
年
末
警
戒　

①
第
１
分
団
第

１
部
②
第
３
分
団
第
３
部
（
滝
河

原
）
③
第
２
分
団
第
１
部
（
北
甘

木
）

　
【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

　

◇
永
年
勤
続
功
労
章
（
消
防
歴

25
年
以
上
）
佐
藤
光
正

　
【
熊
本
県
知
事
表
彰
】

　

◇
永
年
勤
続
功
労
章
（
同
25
年

以
上
）
野
村
正
樹

　
【
熊
本
県
消
防
協
会
表
彰
】

　

◇
功
績
章
（
同
20
年
以
上
）
太

田
憲
治
、
藤
瀬
修
、
藤
瀬
善
太
、

森
田
英
之
、
森
井
政
敏
、
池
永
博
、

前
田
浩
則
、
池
川
勉
、
上
野
貴
弘
、

外
村
政
弘

　

◇
勤
績
章
（
同
15
年
以
上
）
外

村
誠
、
下
田
一
則
、
藤
瀬
健
、
北

川
圭
一
、
木
下
武
、
本
田
雅
人
、

工
藤
古
史
郎
、
池
上
幸
誠
、
西
田

健
二
、
鍋
田
幸
一
郎
、
宮
邉
剛
、

石
本
弘
治
、
竹
川
龍
成
、
野
村
大

輔
、
淺
井
太
一
郎

　
【
嘉
島
町
表
彰
】

　

◇
優
良
団
員
（
同
10
年
以
上
）

榊
原
廣
昭
、
工
藤
寛
、
平
井
城
一
、

森
田
真
一
、
上
田
涼
二
、
園
田
武

司
、
赤
星
拓
郎
、
春
日
年
樹
、
田

端
文
緒
、
西
岡
伸
紘
、
本
田
智
大
、

渕
上
慎
之
介
、
山
内
琢
磨
、
森
山

駿
、
本
田
荘
一
朗
、
吹
氣
隆
一
郎
、

澤
田
好
佐
、
山
口
健
太

　

雨
で
町
民
体
育
館
で
の
開
催
と

な
り
、
佐
藤
光
正
団
長
以
下
２
２

６
人
の
団
員
が
出
動
。
森
嶋
英
治

副
団
長
が
総
指
揮
を
執
り
、
荒
木

嘉
島
町　

消
防
出
初
め
式

嘉
島
町　

消
防
出
初
め
式

　

嘉
島
町
の
平
成
31
年
消
防
出
初
め
式
＝
写
真
＝
が

３
月
３
日
行
わ
れ
、
恒
例
の
玉
落
と
し
競
技
な
ど
で

日
ご
ろ
の
訓
練
ぶ
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

荒木町長から「永年
勤続功労章」で消防
庁長官表彰を受ける
佐藤光正団長

佐藤団長や荒木町長
らから激励を受け、
第１分団第１部の髙
松英太朗班長が選手
宣誓

晴れて 表彰　　　　　　　　晴れて 表彰　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　宣誓 力強く宣誓 力強く

防防
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通
常
点
検

年
末
警
戒

第１分団第１部（井寺）の面々

栄冠栄冠

横一列きっちり　標的目掛け本番さながら横一列きっちり　標的目掛け本番さながら

井寺井寺

第１分団第２部（下六嘉）の皆さん

▲ 通常点検に当たる荒木町長ら ▲ 標的は三つ。あいにくの雨の中で奮戦

幼稚園や保育園の子どもたちも登場 ▼ ズラリ勢ぞろいした小型ポンプ積載車 ▼

玉
落
と
し

下六嘉下六嘉
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嘉
島
町
な
ど
を
カ
バ
ー
す
る
上

益
城
消
防
本
部
は
２
月
21
日
、
県

防
災
消
防
航
空
隊
に
防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
出
動
を
要
請
し
て
合
同

救
助
訓
練
を
御
船
町
の
同
本
部
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

上
益
城
消
防
署
な
ど
か
ら
署
員

ら
40
人
が
出
動
。
ビ
ル
（
５
階
建

て
）
３
階
で
ス
プ
レ
ー
缶
の
ガ
ス

抜
き
作
業
中
に
出
火
し
た
と
い
う

想
定
で
す
。
消
火
活
動
に
当
た
る

一
方
、
逃
げ
遅
れ
た
人
を
救
出
す

る
た
め
防
災
ヘ
リ
の
出
動
を
要
請
。

　

出
火
し
た
ビ
ル
に
見
立
て
た
訓

練
棟
に
到
着
し
た
防
災
ヘ
リ
は
上

空
で
ホ
バ
リ
ン
グ
し
、
消
火
活
動

に
当
た
る
地
上
の
署
員
ら
と
連
携

し
て
逃
げ
遅
れ
、
屋
上
や
出
火
箇

所
の
上
階
ベ
ラ
ン
ダ
で
助
け
を
待

つ
人
た
ち
７
人
を
次
々
に
救
出
す

る
訓
練
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

訓
練
と
は
い
え
、
署
員
ら
の
緊

迫
し
た
動
き
を
遠
巻
き
に
見
学
し

て
い
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
歓
声
が

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

県防災消防航空隊の防災ヘリも出動

　

嘉
島
町
教
育
委
員
会
委
員
に
任

命
さ
れ
た
髙
松
ひ
づ
る
氏
（
62
）

＝
井
寺
＝
に
３
月
15
日
、
荒
木
町

長
か
ら
任
命
書
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

髙
松
氏
は
平
成
29
年
、
嘉
島
中

勤
務
を
最
後
に
退
職
さ
れ
た
元

中
学
校
教
諭
。
就
任
に
当
た
り
、

「
37
年
間
、
教
壇
に
立
ち
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た

者
と
し
て
ご
恩
返
し
す
る
つ
も
り

で
、
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。

　

平
成
30
年
12
月
に
任
期
満
了
を

迎
え
た
上
野
委
員
の
後
任
と
し
て

髙
松
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

髙松ひづる氏

髙
松
氏
（
左
）
に
任
命
書
を
手
渡
す

荒
木
町
長

髙松髙松氏氏に任命書に任命書
町教育委員

　嘉島町は熊本地震に伴う各種相談に応
じる受け付け窓口を業務内容ごとの担当
各課に４月から切り替えています。
　３年前の発災から役場内に「総合窓
口」を特設して対応してきましたが、相
談件数など落ち着いてきたため、日ごろ
から業務として取り組んでいる担当各課
で受け付けることになったものです。

嘉
島
町
役
場

震災相談 ４月から４月から担当各課で対応担当各課で対応
各課の担当は次の通りです。
▽町民課　 被災者生活再建支援制度

住まい４事業（転居費用助成
など）

▽建設課　 災害公営住宅関連
被災宅地復旧支援事業

▽総務課　災害義援金
▽農政課　仮設住宅関連

逃げ遅れ想定逃げ遅れ想定
防災ヘリ出動防災ヘリ出動

上益城消防本部上益城消防本部
救
助
訓
練
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熊
本
地
震
に
伴
う
嘉
島
町
災
害

義
援
金
配
分
委
員
会
が
３
月
15
日

に
開
か
れ
、
町
に
寄
せ
ら
れ
た
義

援
金
の
新
た
な
追
加
配
分
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

被
害
状
況
に
応
じ
、
町
か
ら
追

加
配
分
さ
れ
る
の
は
、

　

▽
全
壊
・
解
体　

４
万
円

　

▽
半
壊　

２
万
円

　

▽ 

一
部
損
壊
（
修
理
費
用
が
30

万
円
以
上
）　

１
万
円　

　

―
以
上
で
す
。

　

町
で
は
、
県
が
１
月
に
決
め
た

追
加
分
と
合
わ
せ
、
こ
れ
ま
で
申

請
が
あ
っ
た
口
座
へ
の
義
援
金
振

り
込
み
を
順
次
行
っ
て
お
り
、
通

帳
記
帳
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
死
亡
な
ど
の
た
め
世
帯

主
が
変
わ
ら
れ
た
世
帯
（
対
象
者

に
は
別
途
通
知
を
発
送
）
を
除
き
、

新
た
な
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
町
と
県
を
合
算
し
た
義

援
金
追
加
配
分
の
振
込
額
は
次
の

通
り
で
す
。

　

▽
全
壊
・
解
体　

９
万
円

　

▽
半
壊　

４
万
５
千
円

　

▽
一
部
損
壊
（
同
）　

１
万
円

全
壊
に
４
万
円

全
壊
に
４
万
円

義
援
金

義
援
金

追
加
配
分

追
加
配
分

震
災
復
興
支
援

震
災
復
興
支
援

　　

  

み
ん
な
の
家

み
ん
な
の
家

　　

  

整
備
着
々
と

整
備
着
々
と

　

地
域
住
民
が
集
い
、
活
動
の
拠

点
と
な
る
公
民
館
を
「
み
ん
な
の

家
」
と
し
て
整
備
す
る
県
ア
ー
ト

ポ
リ
ス
事
業
が
嘉
島
町
で
も
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
支
援
活

動
に
取
り
組
む
日
本
財
団
わ
が
ま

ち
基
金
（
東
京
）
と
連
携
。
再
整

備
の
計
画
が
進
ん
で
い
る
の
は
震

災
被
災
の
県
内
10
カ
所
で
、
町
内

は
北
甘
木
、
上
六
嘉
の
両
地
区
公

民
館
で
す
。

　

昨
年
11
月
、
ト
ッ
プ
を
切
っ
て

着
工
し
た
北
甘
木
「
み
ん
な
の

家
」
公
民
館
で
は
２
月
24
日
、
上

棟
式
の
餅
投
げ
を
行
い
、
集
ま
っ

た
皆
さ
ん
は
７
月
と
見
込
ま
れ
る

新
た
な
公
民
館
の
完
成
に
期
待
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

北
甘
木
「
み
ん
な
の
家
」
公
民
館
で

は
上
棟
式
の
餅
投
げ
が
行
わ
れ
、
地

元
住
民
の
歓
声
が
上
が
っ
た

■
生
活
再
建
支
援
金
の
申
請
期
限
延
長

　

嘉
島
町
な
ど
で
熊
本
地
震
に
よ

る
住
宅
被
害
が
大
き
か
っ
た
世
帯

に
支
給
さ
れ
る
被
災
者
生
活
再
建

支
援
金
の
申
請
期
限
が
２
０
２
０

年
５
月
13
日
ま
で
１
年
延
長
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
が
３
月
14
日
に
発
表
し
た
も

の
で
、
嘉
島
町
の
場
合
、
申
請
期

限
が
延
長
さ
れ
る
の
は
住
宅
再
建

の
方
法
に
応
じ
て
上
乗
せ
さ
れ
る

加
算
部
分
50
万
〜
２
０
０
万
円
で

す
。

　

今
回
の
延
長
は
県
が
対
象
と
な

る
市
町
村
を
調
査
し
、
各
市
町
村

の
希
望
に
沿
っ
て
決
定
。
基
礎
部

分
の
申
請
は
今
年
５
月
13
日
で
受

け
付
け
終
了
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

加
算
部
分
の
申
請
期
限
を
延
長
す

る
の
は
嘉
島
町
な
ど
20
市
町
村
と

い
う
こ
と
で
す
。

■
災
害
公
営
住
宅
入
居
へ
助
成

　

熊
本
地
震
か
ら
の
住
ま
い
再
建

支
援
で
県
は
３
月
５
日
、
嘉
島
町

な
ど
の
被
災
者
が
仮
設
住
宅
な
ど

の
避
難
先
か
ら
災
害
公
営
（
復

興
）
住
宅
ま
た
は
既
存
の
公
営
住

宅
に
入
居
す
る
場
合
、
備
品
購
入

な
ど
初
期
費
用
の
負
担
軽
減
策
と

し
て
１
世
帯
に
10
万
円
を
助
成
す

る
方
針
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

県
で
は
復
興
基
金
か
ら
今
回
の

助
成
財
源
を
捻
出
。
助
成
の
申
請

方
法
、
期
間
な
ど
は
今
後
、
広
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

熊
本
地
震

県
の
支
援
策
相
次
ぐ

　

熊
本
県
町
村
会
の
定
期
総
会
が

３
月
19
日
、
熊
本
市
内
で
開
か
れ
、

任
期
（
２
年
）
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
の
結
果
、
会
長
に
荒
木
泰
臣

嘉
島
町
長
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
今
年
１
月
の
町
長

選
で
無
投
票
９
選
を
果
た
し
た
ば

か
り
。
県
町
村
会
長
は
２
０
０
５

年
の
就
任
以
来
、
今
回
の
再
選
で

連
続
８
期
目
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

荒
木
町
長
は
17
年
か
ら
全
国
町
村

会
長
も
務
め
て
お
り
、
自
治
体
が

直
面
す
る
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
な
ど
の
課
題
に
ど
う
対
処
す
る

か
―
と
い
っ
た
地
方
の
取
り
組
み

の
リ
ー
ド
役
と
し
て
期
待
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
の
総
会
に
は
県
内
31
の

全
町
村
長
が
出
席
。
副
会
長
に
は

芦
北
町
の
竹
崎
一
成
町
長
と
玉
東

町
の
前
田
移
津
行
町
長
の
両
氏
が

そ
ろ
っ
て
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

県
町
村
会
、
荒
木
氏
を
会
長
に
再
選

県
町
村
会
、
荒
木
氏
を
会
長
に
再
選

全国の会長も
重責あずかる

連続連続８８期目期目

嘉島町

半
壊
に
は
２
万
円

半
壊
に
は
２
万
円
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平成 30年度　リサイクル事業年間実績表

地区名 世帯数
ビン類
（㎏）

世帯割
（㎏）

新聞・雑誌
（㎏）

世帯割
（㎏）

段ボール
（㎏）

世帯割
（㎏）

古　布
（㎏）

世帯割
（㎏）

アルミ缶
（㎏）

世帯割
（㎏）

総　　　計 総回収量
対前年比回収量

（㎏）
世帯割
（㎏） 順位

下六嘉

三郎無田

井　寺

北甘木

上六嘉

西　村

上　島

鯰

滝河原

高　田

上仲間

下仲間

犬　渕

計

※世帯割りは、平成 30 年４月１日現在の世帯数で算出。北甘木区については、特別養護老人ホーム 50 世帯を除く。高田区 25 世帯除く。
※総計の順位欄のカッコ内は、前年度の順位。

　

嘉
島
町
が
推
進
す
る
空
き
瓶
・

缶
や
古
紙
な
ど
の
平
成
30
年
度
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
の
実
績
が
ま
と
ま

り
、
３
月
13
日
の
町
ご
み
問
題
対

策
実
行
委
員
会
で
犬
渕
な
ど
上
位

３
地
区
が
優
良
団
体
と
し
て
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
別
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
結

果
、
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
犬
渕
の
実

績
は
１
世
帯
当
た
り
換
算
で
80
・

１
㌔
。
続
い
て
上
仲
間
75
・
６
㌔
、

下
六
嘉
69
・
５
㌔
の
順
。
町
内
の

総
計
で
は
対
前
年
度
比
16
・
３
％

増
の
１
３
６
・
１
８
５
㌧
に
上
り
、

１
世
帯
当
た
り
40
㌔
で
し
た
。

　

同
実
行
委
で
、
荒
木
町
長
は

「
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
に
は

住
民
一
人
ひ
と
り
の
理
解
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
」
と
出
席
し
た
各
地
区

の
嘱
託
員
や
各
種
団
体
の
代
表
に

重
ね
て
協
力
を
要
請
。
今
春
の
町

内
一
斉
清
掃
に
つ
い
て
は
、
４
月

21
日
（
日
曜
）
に
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
源
ご
み
の
紙
類
の
収

集
方
法
に
関
し
、
来
春
を
め
ど
に

見
直
し
の
検
討
を
進
め
る
方
針
が

示
さ
れ
た
ほ
か
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
天
ぷ
ら
油
（
家
庭
廃
食
油
）

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
回
収

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
も
改
め

て
町
は
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

犬
渕
な
ど
を
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

で
優
良
表
彰
す
る
荒
木
町
長

犬渕犬渕などなど優良表彰優良表彰
春の一斉清掃春の一斉清掃  ４４月月2121日日

町ごみリサイクル
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交
通
安
全
運
動

交
通
安
全
運
動

取
り
組
み
協
議

取
り
組
み
協
議

町
推
進
会
議

町
推
進
会
議

町
長
ら
と

意
見
交
換

嘉
島
町
に
地
制
調
視
察
団

嘉
島
町
に
地
制
調
視
察
団

　

首
相
の
諮
問
機
関
で
あ
る
地
方

制
度
調
査
会
（
地
制
調
）
専
門
小

委
員
会
の
視
察
団
一
行
が
３
月
７

日
、
嘉
島
町
役
場
に
荒
木
町
長
を

訪
ね
、
熊
本
連
携
中
枢
都
市
圏
お

よ
び
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
関
す
る

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
制
調
会
長
の
市
川
晃
・
住
友

林
業
社
長
は
じ
め
視
察
団
一
行
に

対
し
、
荒
木
町
長
ら
町
の
担
当
が

隣
接
す
る
熊
本
市
と
の
連
携
の
現

状
に
つ
い
て
説
明
。
専
門
小
委
の

伊
藤
正
次
・
首
都
大
東
京
教
授
や

武
藤
博
己
・
法
政
大
教
授
ら
か
ら

は
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
で
打
ち
出
さ
れ
た
中

枢
都
市
連
携
の
実
績
、
事
業
進

ち
ょ
く
な
ど
確
認
す
る
質
問
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。

　

現
在
の
地
制
調
第
32
次
委
員
に

は
全
国
町
村
会
長
を
務
め
る
荒
木

町
長
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
人
口

減
少
や
高
齢
化
に
対
応
す
る
市
町

村
の
協
力
関
係
の
在
り
方
に
関
し

て
昨
夏
、
首
相
か
ら
諮
問
を
受
け
、

圏
域
連
携
な
ど
の
調
査
・
審
議
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
総
合
計
画
審
議
会
は
２

月
27
日
、
町
の
第
５
次
総
合
計
画

（
最
終
２
０
２
０
年
度
）
に
伴
っ

て
諮
問
さ
れ
た
19
〜
21
年
度
実
施

計
画
案
を
審
議
、
原
案
通
り
荒
木

町
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

　

町
役
場
で
開
か
れ
た
同
審
議
会

に
は
町
議
会
や
町
内
各
種
団
体
を

代
表
す
る
委
員
ら
が
出
席
。
諮
問

に
当
た
り
、
荒
木
町
長
が
示
し
た

実
施
計
画
事
業
の
基
本
方
針
を
受

け
、
総
合
運
動
公
園
整
備
や
文
化

財
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
19
年
度
の

事
業
計
画
を
中
心
に
審
議
し
ま
し

た
。

　

答
申
さ
れ
た
実
施
計
画
に
よ
り

ま
す
と
、
19
年
度
か
ら
３
年
間
の

投
資
的
な
事
業
予
算
は
47
億
４
千

万
円
余
り
に
上
る
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

地
方
制
度
調
査
会
の
専
門

小
委
員
会
か
ら
視
察
団
一

行
を
迎
え
た
荒
木
町
長

19
〜
21
年
度
の
実
施
計
画
案
を

審
議
し
た
町
総
合
計
画
審
議
会

県
知
事
賞
の
表
彰
を
受
け
る

工
藤
健
一
組
合
長
（
左
）

　

農
事
組
合
法
人
か
し
ま
広
域
農

場
が
平
成
30
年
度
熊
本
県
麦
・
大

豆
振
興
共
励
会
「
大
豆
集
団
の

部
」
最
優
秀
賞
（
県
知
事
賞
）
に

輝
き
ま
し
た
。

　

同
広
域
農
場
は
４
年
前
に
旗
揚

げ
。
４
０
０
㌶
を
超
す
経
営
面
積

は
九
州
最
大
ク
ラ
ス
。
30
年
産
大

豆
の
組
織
的
な
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
、
生
産
性

と
品
質
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
麦
・
大
豆
生
産
振
興
大
会
が

３
月
14
日
、
熊
本
市
内
で
開
か
れ
、

同
広
域
農
場
の
工
藤
健
一
組
合
長

に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
同

広
域
農
場
の
取
り
組
み
は
今
後
、

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
審
査
次
第
で
は
全

国
豆
類
経
営
改
善
共
励
会
で
の
審

査
に
臨
む
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。

掛
け
、
統
一
地
方
選
挙
と
の
兼
ね

合
い
か
ら
例
年
よ
り
ほ
ぼ
１
カ
月

遅
れ
で
実
施
さ
れ
る
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
（
５
月
11
〜
20
日
）

は
じ
め
新
年
度
の
事
業
計
画
な
ど

に
つ
い
て
審
議
。
子
ど
も
と
高
齢

者
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
こ

と
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

御
船
警
察
署
の
新
屋
交
通
課
長

に
よ
る
嘉
島
町
な
ど
管
内
の
交
通

情
勢
報
告
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
の
交
通
安
全
と
事
故
の

根
絶
を
目
的
と
し
た
町
交
通
安
全

推
進
会
議
が
３
月
12
日
、
町
内
各

種
団
体
の
代
表
ら
27
人
が
出
席
し

て
町
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
が
「
新
入
学
、
新
学

期
の
新
年
度
を
控
え
、
事
故
を
一

掃
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

2121
年
度
め
ど
の

年
度
め
ど
の

実
施
計
画
答
申

実
施
計
画
答
申

町
総
合
計
画
審
議
会

町
総
合
計
画
審
議
会

か
し
ま
広
域
農
場

か
し
ま
広
域
農
場

　
　

県
知
事
賞
に
輝
く

　
　

県
知
事
賞
に
輝
く

大　　豆
集団栽培
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嘉
島
中
の
平
成
30
年
度
卒
業
式

が
３
月
９
日
、
同
中
体
育
館
で
行

わ
れ
、
一
人
ひ
と
り
卒
業
証
書
を

授
与
さ
れ
た
平
成
最
後
の
卒
業
生

男
子
41
人
、
女
子
34
人
の
合
わ
せ

て
75
人
＝
写
真
＝
は
母
校
に
別
れ

を
告
げ
ま
し
た
。

　

作
田
潤
一
校
長
が
同
中
の
教
育

目
標
か
ら
「
ふ
る
さ
と
に
誇
り

を
」
と
語
り
掛
け
、
西
郷
隆
盛
の

漢
詩
の
一
節
「
耐
雪
梅
花
麗
」
を

ひ
き
、「
人
は
苦
難
や
試
練
に
耐

え
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
こ
そ
大

き
く
成
長
す
る
。
常
に
夢
と
希
望

を
持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
式

辞
。
荒
木
町
長
も
「
若
々
し
い
頭

脳
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
一
層
の

飛
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
は

な
む
け
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
卒
業
生
を
代
表

し
て
後
藤
真
愛
さ
ん
が
嘉
島
中
で

の
３
年
間
を
振
り
返
り
、「
い
つ

も
そ
ば
に
い
て
く
れ
た
友
達
と
の

何
げ
な
い
日
常
が
一
番
の
思
い
出
。

こ
れ
か
ら
新
し
い
ス

テ
ー
ジ
で
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
」

と
涙
を
こ
ら
え
な
が
ら

答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

全
員
合
唱
を
披
露
し

た
卒
業
生
た
ち
は
参
列

し
た
在
校
生
ら
に
対
し
、

母
校
へ
の
思
い
、
伝
統

の
継
承
と
新
た
な
創
造

を
代
わ
る
代
わ
る
呼
び

掛
け
て
い
ま
し
た
。

作
田
潤
一
校
長
か
ら
卒
業

証
書
が
手
渡
さ
れ
た

幼
稚
・
保
育
園
の
卒
園
式
か
ら

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
写
真
右
は
嘉

島
幼
稚
園
、
同
左
は
嘉
島
保
育

園
、
同
左
上
は
幼
光
保
育
園

　嘉島幼稚園で３月15日、卒園
式が開かれ、卒園児 33 人（男
児 13 人、女児 20 人）に岩永
啓次園長が「たくさん学び、大
きく成長、しっかり頑張る姿を
見せてくれました」と修了証書
を手渡しました。荒木町長から
「元気いっぱい小学校に登校し
てください」とエールを送られ

た卒園児たちは代わる代わる園
での思い出やチャレンジを披露
していました。
　３月23日までに卒園式が開か
れた幼光保育園は 23 人（男児
15 人、女児 8人）、嘉島保育園
47人（男児 28人、女児 19人）、
東部幼光保育園は11人（男児 6
人、女児 5人）が卒園しました。

町内の幼稚・保育園で卒園式町内の幼稚・保育園で卒園式

嘉
島
嘉
島
中中

ふ
る
さ
と
に

ふ
る
さ
と
に

誇
り
誇
り
をを

お
め
で
と
う

卒
業
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　嘉島中と東西両小の特別支援
学級「卒業お祝い会」が３月
11 日、町民会館で開かれました。

　町内３小中学校の特別支援学
級を今春、巣立った児童・生徒
は４人（西小１人、嘉島中３人）。
卒業生らは一人ひとり小中学校
の思い出を振り返り、家族や先
生方へ「ありがとう」の言葉を
贈り、クイズやゲームのお楽し
み会や卒業セレモニーを一緒に

開いてくれた後輩の在校生たち
にはエールを送りました。
　町内の特別支援学級は、卒業
のお祝いをはじめ、「暮れの街
探検」や「なかよしキャンプ」
といった校外学習などに合同で
取り組み、互いに交流を図って
います。

　

嘉
島
東
小
の
卒
業
式
は
３
月
20
日
、
同
小
体
育
館
で
行

わ
れ
、
18
人
（
男
子
10
人
、
女
子
８
人
）
が
卒
業
証
書
を

手
に
し
ま
し
た
。

　

田
中
元
校
長
は
「
自
分
自
身
を
大
切
に
し
、
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
て
も
最
後
ま
で
諦
め
な
い
で
」
と
は
な
む
け
の

言
葉
を
贈
り
、
荒
木
町
長
（
藤
瀬
総
務
課
長
代
読
）
も

「
小
学
校
で
の
体
験
を
基
礎
に
中
学
校
で
も
勉
強
に
運
動

に
頑
張
っ
て
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
、
６
年
間
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
頑
張
っ
た

こ
と
を
振
り
返
り
、
在
校
生
や
先
生
、
保
護
者
に
感
謝
。

在
校
生
が
「
み
ん
な
を
ま
と
め
て
く
れ
た
６
年
生
が
大
好

き
で
す
」
と
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
る
と
、「
み
ん
な
と

過
ご
し
た
東
小
を
忘
れ
な
い
。
希
望
を
胸
に
中
学
校
で
も

頑
張
り
ま
す
」
と
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

町特別支援学級町特別支援学級

お祝い会お祝い会

　

嘉
島
西
小
の
卒
業
式
が
３
月
20
日
、
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
で
最
後
と
な
る
西
小
の
卒
業
生
は
77
人
（
男
子
37
人
、

女
子
40
人
）。

　

体
育
館
の
式
で
、
信
國
満
徳
校
長
は
「
校
庭
の
大
楠
の

よ
う
に
し
っ
か
り
根
を
は
り
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
語
り
掛
け
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
も
、
平
成
か
ら
新
し
い
時
代
へ
と
バ
ト
ン
が

渡
る
中
の
中
学
進
学
に
「
小
学
校
６
年
間
の
成
長
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
一
層
、
中
学
校
で
も
頑
張
っ
て
」
と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。

　

在
校
生
た
ち
が
巣
立
っ
て
い
く
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん

へ
の
思
い
や
お
別
れ
の
言
葉
を
つ
づ
っ
た
の
に
対
し
、
卒

業
生
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
呼
び
掛
け
る
よ
う
に
西
小
で
の

６
年
間
を
振
り
返
り
、
新
た
な
決
意
を
誓
い
合
っ
て
い
ま

し
た
。

卒業
おめでとう

嘉
島
嘉
島
東東
小小

嘉
島
嘉
島
西西
小小
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◇
お
点
前
の
チ
ャ
レ
ン
ジ　

桃
の

節
句
に
ち
な
む
「
ひ
な
祭
り
茶

会
」
が
３
月
４
日
、
嘉
島
幼
稚
園

で
開
か
れ
ま
し
た
。
年
長
さ
く
ら

組
の
園
児
た
ち
は
卒
園
を
控
え

て
最
初
で
最
後
の
〝
お
め
か
し

デ
ー
〞、
そ
れ
ぞ
れ
お
気
に
入
り

の
装
い
で
登
園
し
ま
し
た
。

　

き
ら
び
や
か
な
７
段
飾
り
、

真
っ
赤
な
敷
物
に
気
分
も
上
々
の

園
児
た
ち
は
、
町
文
化
協
会
茶
道

部
の
上
田
け
い
子
さ
ん
ら
の
指
導

で
お
点
前
に
挑
戦
。
お
茶
を
互
い

に
た
て
合
っ
た
り
、
お
菓
子
を
振

る
舞
い
合
っ
た
り
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
浄
財
贈

る　

嘉
島
西
小
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委

員
会
は
全
校
挙
げ
て
１
年
間
、
取

り
組
ん
だ
空
き
缶
（
ア
ル
ミ
）
集

め
で
得
ら
れ
た
浄
財
を
今
年
も
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
贈
り
ま
し
た
。

　

西
小
で
３
月
５
日
に
開
か
れ
た

贈
呈
式
で
は
、
益
田
航
樹
委
員
長

（
６
年
）
ら
が
「
地
域
福
祉
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
ア
ル
ミ
缶

リ
サ
イ
ク
ル
で
換
金
し
た
浄
財
を

町
社
協
の
代
表
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
町
の
仮
設
住
宅

に
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
た
り
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
収
集

を
通
し
た
慈
善
活
動
に
取
り
組
ん

だ
り
し
て
い
ま
す
。

嘉
島
幼
稚
園
で
開
か
れ
た
「
ひ
な

祭
り
茶
会
」

格
闘
家
の
中
村
憲
輔
さ
ん

　

嘉
島
町
の
小
学
校
を
対
象
に
し

た
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
Ｊ
Ｆ
Ａ
）

の
ア
ス
リ
ー
ト
「
夢
先
生
」
派
遣

は
最
終
回
と
な
っ
た
２
月
18
日
、

総
合
格
闘
技
の
プ
ロ
選
手
と
元
Ｊ

リ
ー
ガ
ー
（
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
）

が
西
小
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
柔
術
な
ど
の
大

会
で
優
勝
歴
を
持
つ
中
村
憲
輔
さ

ん
（
37
）
＝
宇
土
市
出
身
＝
が
、

５
年
生
の
担
任
教
諭
を
相
手
に
披

露
し
た
独
特
の
寝
技
に
ク
ラ
ス
の

児
童
ら
は
拍
手
喝
采
。
横
浜
Ｆ
Ｍ

な
ど
で
プ
レ
ー
し
た
安
永
聡
太
郎

さ
ん
（
42
）
の
指
導
で
は
、
中
村

さ
ん
も
加
わ
っ
て
勝
利
す
る
戦
術

の
立
て
方
を
考
え
た
り
、
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
り
す

る
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

教
室
に
戻
っ
た
５
年
生
た
ち
は
、

剣
道
に
始
ま
り
、
柔
道
か
ら
レ
ス

リ
ン
グ
、
そ
し
て
総
合
格
闘
技
へ

転
身
し
て
き
た
中
村
さ
ん
が
「
夢

を
抱
き
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
て

い
れ
ば
、
何
事
も
変
わ
る
。
常
に

考
え
る
こ
と
が
大
事
」
と
説
く
授

業
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｆ
Ａ
は
「
こ
こ
ろ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
２
０
０
６
年
に
立

ち
上
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
の
ア

ス
リ
ー
ト
を
「
夢
先
生
」
と
し
て

全
国
各
地
に
派
遣
。
嘉
島
町
へ
は

熊
本
地
震
を
機
に
、
２
０
１
６
年

度
か
ら
３
年
計
画
で
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。

〝
必
殺
技
〞
に
児
童
た
ち
歓
声

格
闘
技
披
露
も

格
闘
技
披
露
も

嘉
島
西
小
に

嘉
島
西
小
に
「
夢
先
生
」

「
夢
先
生
」

最終回

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
（
第
64
回
青
少
年
読
書

感
想
文
）
を
兼
ね
、
県
内
小
学
校
か
ら
は
今

回
、
２
千
点
を
超
す
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
県
審
査
の
結
果
、
小
学
校
中
学
年
「
自

由
読
書
の
部
」
で
、
金
子
さ
ん
の
「『
わ
た

し
の
お
と
う
と
』（
あ
ま
ん
き
み
こ
作
）
を

読
ん
で
」
は
部
門
最
高
賞
の
特
選
に
決
ま
り
、

全
国
審
査
で
も
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

金
子
さ
ん
の
感
想
文
は
、
作
品
の
主
人
公

と
弟
の
日
常
生
活
に
自
分
の
家
族
模
様
を
重

ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
自
身
の
弟
や
お
母
さ
ん

へ
の
素
直
な
思
い
な
ど
を
つ
づ
り
、
周
囲
へ

の
温
か
な
ま
な
ざ
し
や
豊
か
な
感
性
が
評
価

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

県
学
校
図
書
館
協
議
会
の
平
成
30
年
度
県

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
嘉
島
西
小
４

年
の
金
子
夏
歩
さ
ん
が
県
特
選
に
輝
き
２
月

22
日
、
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　　県読書感想文
　　　　　　コンクール　　

金
子
夏
歩
さ
ん（
西小
）
特
選
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嘉
島
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
（
上
田
け
い
子
会
長
）
が
平

成
30
年
度
の
県
健
康
づ
く
り
功
労

団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
、
３
月
５

日
に
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
伝
達
式

＝
写
真
＝
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
平
成
元
年
の
発
足

以
来
、
小
中
学
校
や
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
な
ど

で
多
彩
な
食
育
活
動
に
取
り
組
み
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

伝
達
式
で
は
、
荒
木
町
長
が

「
歴
代
会
長
は
じ
め
会
員
の
方
々

が
長
年
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
食
生
活
を
通
じ
、
住
民
の

健
や
か
な
暮
ら
し
に
役
立
つ
活
動

を
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と
表
彰
状

を
伝
達
。
上
田
会
長
ら
は
「
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
、

記
念
す
べ
き
平
成
最
後
の
年
に
表

彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
で
行
政
区
ご
と
に
介
護

予
防
体
操
に
取
り
組
む
地
域
サ
ロ

ン
の
平
成
30
年
度
後
方
支
援
事
業

報
告
会
＝
写
真
＝
が
３
月
18
日
、

町
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
各
リ
ー

ダ
ー
64
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

体
操
効
果
を
図
る
体
力
測
定

の
各
区
の
結
果
説
明
に
加
え
て
、

「
運
動
量
を
増
や
し
た
ら
」
と

い
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
新
年
度
に
実
施
予
定
の

「
地
区
巡
回
介
護
予
防
健
診
」（
年

１
回
）
や
「
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
」（
１
年
お
き
）
の
説
明

も
あ
り
ま
し
た
。

　

サ
ロ
ン
活
動
を
継
続
す
る
た
め

に
は
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
養
成
が
欠

か
せ
ず
、
健
康
寿
命
ア
ッ
プ
に

「
サ
ロ
ン
は
効
果
的
」
と
の
報
告

も
あ
り
ま
し
た
。

介
護
予
防
を
図
る

サ
ロ
ン
活
動
報
告

町
リ
ー
ダ
ー

町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

県
健
康
づ
く
り
功
労
者
知
事
表
彰

　

嘉
島
町
の
手
話
サ
ー
ク
ル
（
廣

田
惠
子
代
表
）
の
メ
ン
バ
ー
ら
が

参
加
し
た
「
耳
の
日
（
３
月
３

日
）
ふ
れ
あ
い
２
０
１
９
」
の
集

い
が
３
月
２
日
、
宇
土
市
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

県
ろ
う
者
福
祉
協
会
中
央
支
部

と
県
手
話
サ
ー
ク
ル
わ
か
ぎ
宇
城

グ
ル
ー
プ
が
、
手
話
の
魅
力
を
楽

し
く
紹
介
し
、
耳
が
聞
こ
え
な
い

ろ
う
者
を
取
り
巻
く
問
題
に
つ
い

て
知
っ
て
も
ら
お
う
と
開
催
。

　

嘉
島
の
メ
ン
バ
ー
ら
は
手
話
う

た
で
、
人
気
グ
ル
ー
プ
嵐
が
歌
っ

た
「
ふ
る
さ
と
」
は
じ
め
お
な
じ

み
の
歌
を
披
露
し
た
ほ
か
、
意
見

発
表
で
は
森
島
紀
子
さ
ん
も
登
場

し
ま
し
た
。

嘉
島
町
サ
ー
ク
ル

　
　

手
話
の
魅
力

　
　

楽
し
く
紹
介

嘉
島
町
の
手
話
サ
ー
ク
ル
は
「
手

話
う
た
」
を
披
露

　嘉島町民が健やかに
暮らせる地域づくりを
目指す「健康かしま
21 プラン」＝写真＝
が策定され、３月４日
の町健康づくり推進委
員会（委員長・荒木町
長）で了承されました。
　同プランは、町の健
康増進（第３次）と食
育推進（第２次）に今
回、新たに自殺対策を
加えた 2019 ～ 24 年度の６年計画です。
　策定に当たっては昨夏、実施した町民アン
ケートを基に、乳幼児期や思春期、壮年期、
高齢期など七つのライフステージごとに町民
の健康に関する傾向や課題を取りまとめ、そ
れぞれ改善を図る基本方針を示すなど細やか
なプランニングとなっています。
　同プランの委員会審議では、町民への周知
を図り、「年度ごとの実績チェックにも努め
てほしい」などの要望が出されました。町民
課では「心身とも健やかな暮らしを通し、町
民の皆さんに健康寿命を延ばしていただきた
い」と新年度から同プランを活用していく方
針です。

町「かしま 21プラン」

健康増進＋食育推進
新たに自殺対策も
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ご
注
意
く
だ
さ
い

４
月
か
ら
給
食
費
を
改
定
し
ま
す

　

嘉
島
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

安
全
で
お
い
し
い
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

整
っ
た
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
物
価

の
変
動
に
合
わ
せ
、
工
夫
を
し
な
が
ら

給
食
物
資
購
入
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
10
月
に
予
定
さ
れ
る
消
費
税
増

税
に
伴
っ
て
関
連
経
費
の
高
騰
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
小
中
学
校
と
幼

稚
園
の
給
食
費
を
本
年
４
月
よ
り
左
表

の
通
り
改
定
い
た
し
ま
す
。

　
　

嘉
島
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

１
９
２
５

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の

発
行
に
つ
い
て

　

２
０
１
９
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
が
低

所
得
者
・
子
育
て
世
帯
の
消
費
に
与
え

る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
地
域

に
お
け
る
消
費
を
下
支
え
・
活
性
化
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
嘉
島
町
で
も

国
が
定
め
た
基
準
に
沿
っ
て
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

　

購
入
可
能
な
対
象
者
、
商
品
券
の
購

入
ま
で
の
流
れ
や
購
入
期
間
、
購
入
場

所
、
使
用
期
間
、
使
用
可
能
店
舗
な
ど

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
決
定
次
第
、
随

時
、「
広
報
か
し
ま
」
お
よ
び
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

住
民
健
診
の
申
し
込
み

　

平
成
31
年
度
の
住
民
健
診
を
8
月
27

日
（
火
）
〜
9
月
1
日
（
日
）、
11
月
11

日
（
月
）
〜
11
月
13
日
（
水
）
の
予
定

で
嘉
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
実

施
し
ま
す
（
後
期
高
齢
者
健
診
を
受
診

さ
れ
る
方
は
11
月
の
日
程
で
ご
案
内
）。

「
嘉
島
町
住
民
健
康
診
査
申
込
書
（
調
査

書
）」
を
4
月
1
日
（
月
）
に
各
世
帯
に

郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
同
封
の
回
収

用
封
筒
（
切
手
不
要
）
を
利
用
し
て
4

月
26
日
（
金
）
ま
で
に
役
場
町
民
課
保

健
係
宛
て
郵
便
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

直
接
持
参
さ
れ
る
場
合
の
提
出
先
は
、

役
場
町
民
課
保
健
係
で
す
。

　

提
出
期
限
は
4
月
26
日
（
金
）
で
す
。

　

こ
の
申
込
書
に
基
づ
き
、
各
健
診
の
受

診
票
な
ど
を
配
付
し
ま
す
。
健
診
を
希
望

さ
れ
る
方
は
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

３
月
下
旬
以
降
に
本
町
に
転
入
さ
れ

た
方
に
は
、
調
査
書
が
配
付
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
案
内
が
届
か
な
い

方
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
提
出

期
限
内
に
役
場
町
民
課
保
健
係
ま
で
お

◇ お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

４ 月 の 納 税 等 ５ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }①　期介護保険料
保育所利用料……………４ 月分
町営住宅使用料…………４ 月分
下水道使用料……………３ 月分
納期限日（口座振替日）
　　５月７日（火）

固定資産税………………①　期
軽自動車税………………全　期

保育所利用料……………５ 月分
町営住宅使用料…………５ 月分
下水道使用料……………４ 月分
納期限日（口座振替日）
　　５月31日（金）

毎月　第４水曜日
午後６時～午後８時

４月24日
５月22日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

↑

現行月額 改定後月額

中学校 ４, ５００円 ４, ７００円

小学校 ４, ０００円 ４, ２００円

幼稚園 ３, ２００円 ３, ３００円
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問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
嘉
島
町
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ 

　

本
申
込
書
で
は
「
特
定
健
康
診
査

（
特
定
健
診
）」
の
申
し
込
み
も
同
時

に
受
け
付
け
ま
す
。
対
象
と
な
る
方
は
、

必
ず
受
診
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－
２
５
７
４

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
は
全
員
、
特
定

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

お
宅
に
配
付
さ
れ
た
「
嘉
島
町
住
民

健
康
診
査
申
込
書
（
調
査
書
）」
の
集

団
健
診
（
8
月
27
日
〜
9
月
1
日
）
ま

た
は
「
か
し
ま
ド
ッ
ク
（
7
月
〜
10

月
）」
の
ど
ち
ら
か
希
望
さ
れ
る
方
の

欄
に
○
印
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
特
定
健
診
の
メ
リ
ッ
ト
】

①
生
活
習
慣
病
な
ど
を
早
期
に
発
見
で

き
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
は

じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症

状
が
な
い
ま
ま
気
づ
か
な
い
う
ち
に
進

行
し
ま
す
。
健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、

生
活
習
慣
病
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
ま
た

は
な
っ
て
い
る
）
状
態
を
早
期
に
発
見

し
、
重
症
化
予
防
が
で
き
ま
す
。

②
生
活
習
慣
改
善
に
取
り
組
み
や
す
い

内
容
で
す
。

　

健
診
結
果
を
踏
ま
え
て
実
施
さ
れ
る

「
特
定
保
健
指
導
」
は
、
保
健
師
や
管

理
栄
養
士
な
ど
か
ら
、
個
人
の
健
康
状

態
や
生
活
習
慣
に
合
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ら
れ
る
た
め
、
取
り
組
み
や
す

く
、
効
果
的
で
す
（
嘉
島
町
国
民
健
康

保
険
は
、
特
定
保
健
指
導
を
健
診
機
関

＝
日
赤
熊
本
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
＝
に

委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
）。

③
継
続
し
た
健
康
状
態
の
把
握
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　

各
人
が
受
け
た
健
診
結
果
は
町
国
保

が
き
ち
ん
と
管
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検

査
結
果
に
応
じ
た
継
続
的
な
支
援
を
行

い
ま
す
（
町
が
実
施
す
る
個
別
の
保
健

指
導
な
ど
）。

④
医
療
費
の
抑
制
に
効
果
的
で
す
。

　

加
入
者
一
人
ひ
と
り
が
生
活
習
慣
病

の
発
症
・
重
症
化
を
予
防
で
き
れ
ば
、

ご
家
庭
の
医
療
費
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
国
保
が
負
担
す
る

医
療
費
も
削
減
で
き
ま
す
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
（
嘉
島
町
国
民
健
康
保
険
）

☎
２
３
７－

２
５
７
４

４
月
27
日
か
ら

５
月
６
日
ま
で
10
連
休

各
医
療
機
関
な
ど
の
対
応
状
況

　

４
月
27
日
（
土
）
か
ら
５
月
６
日

（
月
・
振
り
替
え
休
日
）
ま
で
の
10
連

休
は
休
診
す
る
病
院
・
診
療
所
な
ど
が

多
い
た
め
、
医
師
会
は
じ
め
関
係
団
体

の
協
力
を
得
て
、
10
連
休
中
の
病
院
・

診
療
所
な
ど
の
対
応
状
況
を
公
表
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.kum

am
oto.jp/

kiji_26429.htm
l

　
　

役
場
町
民
課

☎
２
３
７－

２
５
７
４

２
０
１
９
年
度
乳
幼
児
健
診
・

子
ど
も
の
定
期
予
防
接
種

　

¬
２
０
１
９
年
度
嘉
島
町
乳
幼
児
健

診
予
定
表
／
２
０
１
９
年
度
子
ど
も
の

定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て
」（
ピ
ン
ク

色
）
を
３
月
中
旬
に
町
内
全
世
帯
に
配

布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
の
ホ
ー
ム

【
16
面
に
続
く
】

↑

休日当番医

４月14日（日）泰泉堂牟田医院（御船町）
 ☎２８２－０２１６

４月21日（日）たかぞえ内科・循環器内科クリニック（御船町）
 ☎２８２－００７０

４月28日（日）たなか内科眼科（嘉島町）
 ☎２３５－７２３５

４月29日（月・祝）榊田泌尿器科外科医院（御船町）
 ☎２８２－６３６３

４月30日（火・祝）藤岡医院（御船町）
 ☎２８２－０４０５

５月１日（水・祝）古閑整形外科胃腸科（御船町）
 ☎２８４－２０１０

５月２日（木・祝）熊本回生会病院（嘉島町）
 ☎２３７－１１３３

５月３日（金・祝）山地外科胃腸科医院（嘉島町）
 ☎２３７－０００３

５月４日（土・祝）大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）
 ☎２８２－３９００

５月５日（日・祝）香田整形外科医院（嘉島町）
 ☎２３７－２８１１

５月６日（月・振り替え）よしむら内科循環器科（嘉島町）
 ☎２８２－００５０

５月12日（日）のぐち皮ふ科（嘉島町）
 ☎２３７－４１１２
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ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

乳
幼
児
健
診
・
予
防
接
種
の
対
象
と
な

る
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
家
庭
は

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
な
ど

あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

平
成
31
年
度
成
人
用
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
の
ご
案
内

　

嘉
島
町
で
は
、
成
人
用
肺
炎
球
菌
予

防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
31

（
２
０
１
９
）
年
度
中
の
対
象
者
と
な

る
方
は
次
の
通
り
で
す
。
こ
の
機
会
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
回
は
こ

れ
ま
で
に
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
平
成
31
年
度
個
別
案
内
を
行
う
方
は
、

年
度
中
に
65
歳
に
な
ら
れ
る
方
の
み
で

す
。

②
65
歳
以
外
の
対
象
年
齢
と
な
ら
れ
る

方
で
、
こ
れ
ま
で
に
成
人
用
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
（
未
接

種
者
）
お
よ
び
過
去
に
成
人
用
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
の
接
種
履
歴
が
不
明
の
方

は
お
手
数
で
す
が
、
役
場
町
民
課
保
健

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

③
接
種
費
用
（
本
人
負
担
）
は
２
０
０

０
円
で
す
。

④
接
種
期
間
は
来
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。

⑤
町
外
医
療
機
関
で
成
人
用
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
別
途

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
役
場

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
平
成
31
年
度
成
人
用
肺
炎
球
菌
定
期

接
種
対
象
者

　

本
年
度
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
以
上

に
な
る
方

・
65
歳 

（
昭
和
29
年
４
月
２
日
〜
昭
和

30
年
４
月
１
日
生
）

・
70
歳
（
昭
和
24
年
４
月
２
日
〜
昭
和

25
年
４
月
１
日
生
）

・
75
歳
（
昭
和
19
年
４
月
２
日
〜
昭
和

20
年
４
月
１
日
生
）

・
80
歳
（
昭
和
14
年
４
月
２
日
〜
昭
和

15
年
４
月
１
日
生
）

・
85
歳
（
昭
和
９
年
４
月
２
日
〜
昭
和

10
年
４
月
１
日
生
）

・
90
歳
（
昭
和
４
年
４
月
２
日
〜
昭
和

５
年
４
月
１
日
生
）

・
95
歳
（
大
正
13
年
４
月
２
日
〜
大
正

14
年
４
月
１
日
生
）

・
１
０
０
歳
以
上
（
大
正
９
年
４
月
１

日
以
前
生
）

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心

臓
、
じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
に

自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度

に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る

方
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と

ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る

方
（
身
体
障
害
者
１
級
程
度
）　

※
こ

れ
ま
で
に
成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

狂
犬
病
予
防
注
射
日
程

○
期
日　

４
月
23
日
（
火
）
24
日
（
水
）

○
場
所
・
時
間

　

都
合
の
良
い
場
所
で
受
け
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

※
４
月
23
日
（
火
）

・
西
村
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

８
時
50
分
〜
９
時
20
分

・
上
六
嘉
公
民
館
跡
地

【
15
面
か
ら
続
く
】

↑

嘉島町ひばりカフェ（認知症カフェ）
　嘉島町では、もの忘れや認知症に関する悩みごと相談、情報交換、孤立予防、介護負担感の軽減のた
め、認知症の方ご本人やご家族、地域にお住まいの皆さまなど誰でも集える「ひばりカフェ（認知症カ
フェ）」を毎月第３水曜の午後１時半～３時半、町民会館２階和室を会場に開催します。お茶でも飲みな
がら、専門職（保健師、社会福祉士、介護支援専門員）に気軽に相談することもできます。申し込み不要、
参加費無料ですので、お気軽にお越しください。
●新年度の開催日は 4月 17 日、5月 15 日、6月 19 日、7月 17 日、8月 21 日、9月 18 日、10 月
16日、11月 20日、12月 18日、2020年 1月 15日、2月 19日、3月 18日です。

役場町民課介護保険係　☎２３７－２５７４
地域包括支援センター　☎２３７－２９８１

【嘉島町内　肺炎球菌定期接種実施医療機関】

医療機関名 住所 電話番号

山地外科胃腸科医院 上島2491 237-0003

香田整形外科 北甘木2018 237-2811

よしむら内科・循環器科 上島2299－1 235-7773

大串内科 鯰2789－1 234-7873

たなか内科眼科 鯰1898－3 235-7235

さかた耳鼻咽喉科 鯰1834－1 237-4133

西村病院 北甘木2083 237-1551
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９
時
30
分
〜
10
時
10
分

・
北
甘
木
公
民
館
跡
地

　
　
　

10
時
20
分
〜
10
時
50
分

・
井
寺
公
民
館

　
　
　

11
時
00
分
〜
11
時
30
分

・
下
六
嘉
公
民
館
跡
地

　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
10
分

・
三
郎
無
田
公
民
館

　
　
　

14
時
20
分
〜
14
時
40
分

・
東
小
学
校
正
門
前

　
　
　

14
時
50
分
〜
15
時
20
分

※
４
月
24
日
（
水
）

・
上
島
公
民
館

　
　
　

８
時
50
分
〜
９
時
30
分

・
鯰
公
民
館

　
　
　

９
時
40
分
〜
10
時
20
分

・
上
仲
間
公
民
館

　
　
　

10
時
30
分
〜
10
時
50
分

・
下
仲
間
公
民
館

　
　
　

11
時
00
分
〜
11
時
20
分

・
犬
渕
公
民
館

　
　
　

13
時
30
分
〜
13
時
50
分

・
高
田
公
民
館

　
　
　

14
時
00
分
〜
14
時
20
分

・
西
小
学
校
西
側
消
防
倉
庫
横

　
　
　

14
時
30
分
〜
15
時
10
分

○
注
射
料
金

３
０
７
０
円
（
済
票
交
付
手
数
料
５
０

０
円
含
む
）

　

対
象
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
通
知
対
象
の
犬
を

飼
っ
て
い
な
い
場
合
や
登
録
情
報
に
変

更
が
あ
る
場
合
は
、
役
場
都
市
計
画
課

環
境
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
法
令
に
よ
り
、
生
後
91
日
以
上
の
犬

の
飼
い
主
に
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を

毎
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の

間
に
受
け
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
よ
り
、
集
合
注
射
は
春

だ
け
の
実
施
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

秋
に
注
射
を
受
け
さ
せ
て
い
た
方
は
、

春
の
集
合
注
射
を
受
け
さ
せ
る
か
、
か

か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
受
け
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

ご
存
じ
で
す
か

被
災
宅
地
復
旧
費
支
援
事
業

　

２
０
１
９
年
度
も
引
き
続
き
、
熊
本

地
震
で
被
災
し
た
宅
地
の
復
旧
に
要
す

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】

・
原
則
と
し
て
申
請
は
２
０
１
９
年

度
末
ま
で
と
し
ま
す
。

・
期
限
ま
で
に
申
請
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
す
る
旨
の
届
け
出
（
仮
申
請
）
を

同
期
限
内
に
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
（
仮
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
支
援
事
業
に
よ
る
補
助
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

○ 

対
象
者　

町
内
に
あ
る
被
災
宅
地
の

【
18
面
に
続
く
】

↑

医療機関の適正受診についてのお願い
後期高齢者医療の被保険者の方へ

　現在、休日や夜間における救急医療への受診が増え、緊急性の高い重症の患者さんの治療に支障をき
たしています。必要な方が安心して受診できるように、医療機関の受診や薬局で薬をもらう際には、下
記のことに留意しましょう。

役場町民課保健係　☎２３７－２５７４

● 体調がすぐれない場合は、軽い症状でも昼間の診療時間内に受診しておきましょう。休日や夜間に
救急外来を受診することは、重症の患者さんへの対応が遅れてしまう心配があるだけではなく、医
師の負担が増え、医療費も割増料金で高くなります。
●かかりつけの医師を持ち、気になることがあったら、早めに相談しましょう。
● 同じ病気で複数の医療機関を受診することは、医療費を増やすだけでなく、重複する検査や投薬に
より、かえって体に悪影響を与えてしまう心配もあります。今受けている治療に不安などがあると
きには、そのことを医師に伝えて相談してみましょう。
● 後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と同等の効能・効果を持ち、費用も安くすみま
す。ジェネリック医薬品を希望する場合は「ジェネリック医薬品希望カード」を医療機関や薬局に
提示し、利用について相談しましょう。
● 薬には副作用があります。複数の薬を使用する場合は、飲み合わせによって副作用が強く出ること
もありますので気をつけましょう。
● かかりつけ薬局を持ち、お薬手帳を活用して、飲み合わせや余っている薬に関して、医師や薬剤師
に相談しましょう。

広報かしま 2019.4
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復
旧
工
事
を
行
う
所
有
者
、
管
理
者

ま
た
は
占
有
者

○ 

対
象
宅
地　

平
成
28
年
熊
本
地
震
発

生
時
に
住
宅
（
民
間
企
業
や
団
体
な

ど
の
社
宅
や
寮
は
含
ま
な
い
）
と
し

て
供
さ
れ
て
い
た
宅
地
（
分
譲
宅
地

な
ど
の
宅
地
開
発
事
業
用
地
は
除
く
）

○
対
象
工
事

・
復
旧
工
事
の
り
面
、
擁
壁
、
地
盤

・ 

液
状
化
再
度
災
害
防
止
の
住
宅
建

屋
下
の
地
盤
改
良
工
事

・
住
宅
の
傾
斜
復
旧
工
事

○
補
助
金
額

　

 

対
象
経
費
か
ら
50
万
円
を
控
除
し
た

額
に
３
分
の
２
を
乗
じ
た
額
（
上
限

６
３
３
万
３
千
円
）

　
　

役
場
建
設
課

☎
２
３
７－

２
６
１
９

２
０
１
９
年
度
以
降
の
固
定
資

産
税
（
土
地
）
の
取
り
扱
い

　

住
宅
が
立
っ
て
い
る
場
合
、
２
０
０

平
方
㍍
ま
で
は
課
税
標
準
額
を
６
分
の

１
、
２
０
０
平
方
㍍
を
超
え
た
部
分
に

関
し
て
は
課
税
標
準
額
を
３
分
の
１
と

す
る
特
例
措
置
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

熊
本
地
震
に
よ
り
解
体
し
、
住
宅
の

立
っ
て
い
な
い
土
地
に
つ
い
て
は
２
０

１
８
年
度
ま
で
の
適
用
と
な
っ
て
お
り

【
17
面
か
ら
続
く
】↑

消費税軽減税率制度説明会のご案内
事業者の方を対象として、消費税の軽減税率制度に関する説明会を開催します。

多くの事業者の方に関係のある制度ですので、ぜひ、お越しください。

◎ 　本年（2019 年）10月 1日に、消費税率の 10％への引き上げと同時に消費税の軽減税率制度が実

施されます。

◎ 　軽減税率対象品目の取り扱いがある消費税の課税事業者の方だけでなく、例えば、会議費や交際費

として飲食料品などを購入する事業者の方も取扱商品の適用税率の確認や適用税率ごとの区分経理な

ど、制度の実施に向けた準備が必要となります。

 　また、消費税の免税事業者の方も、課税事業者と取引を行う場合、区分記載請求書などの交付を求

められる場合がありますので、制度の実施に向けた準備が必要となります。

（注）１　事前申し込みは不要です。

　　 ２ 　内容は、消費税軽減税率制度の概要（軽減税率対象品目、帳簿・請求書の区分記載方法など）、

事業者支援措置（軽減税率対策補助金）、インボイス制度の概要を予定。

　　 ３　会場の駐車場には限りがあります。

　　 ４　問い合わせ先　熊本東税務署 総務課　☎ 369-5566（代表）

　　　　 お問い合わせの際は、税務署の電話番号にお掛けいただいた後、自動音声案内に従って「２」

　　　　 を選択してください。

【説明会日程】

期　日 時　間 会　　　場

５月９日（木）
①10：00 ～ 11：30
②14：00 ～ 15：30 火の国ハイツ　

熊本市東区石原２丁目２－２８
（県民総合運動公園入り口）

５月21日（火）
③10：00 ～ 11：30
④14：00 ～ 15：30

広報かしま2019.4
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ま
し
た
が
、
２
０
２
０
年
度
ま
で
延
長

さ
れ
ま
し
た
。

※
賦
課
期
日
１
月
１
日
時
点
で
住
宅
以

外
の
用
途
に
変
更
さ
れ
た
場
合
、
特
例

は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　　

２
０
１
９
年
度
の
課
税
台
帳
（
固
定

資
産
税
）
の
縦
覧
を
次
の
通
り
行
い
ま

す
。

○
縦
覧
期
間

　

〜
５
月
31
日（
金
）８
時
半
〜
17
時
15
分

　
（
閉
庁
日
を
除
く
）

　

こ
れ
を
機
に
あ
な
た
の
財
産
を
確
認

さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
　

役
場
税
務
課　

☎
２
３
７－

２
６
３
９

熊
本
地
震
で
被
災
し
た

宗
教
法
人
に
か
か
る

指
定
寄
付
金
制
度
の
期
間
延
長

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
建

物
な
ど
の
復
旧
の
た
め
に
、
宗
教
法
人

が
募
集
す
る
寄
付
金
で
所
轄
庁
の
確
認

を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
寄
付
者

が
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
た
び
本
制
度
の
期
間
が
１
年
延

長
さ
れ
、
所
轄
庁
の
確
認
期
限
が
今
年

の
12
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
利

用
を
検
討
さ
れ
る
場
合
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　

県
私
学
振
興
課　

☎
３
３
３－

２
０
６
２

「
病
児
保
育
」

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

病
児
保
育
と
は
、
生
後
３
カ
月
〜
小

学
６
年
ま
で
の
お
子
さ
ま
が
、
風
邪
や

お
な
か
を
壊
し
て
下
痢
を
し
て
い
る
、

吐
い
て
い
る
と
き
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
水
痘
な
ど
の
感
染
症
に
か
か
っ
て
し

ま
っ
た
と
き
に
、
保
護
者
の
方
に
代

わ
っ
て
、
保
育
士
と
看
護
師
が
お
子
さ

ま
を
お
預
か
り
す
る
事
業
で
す
。
医
師

の
管
理
の
も
と
、
病
気
の
子
ど
も
を
お

預
か
り
し
ま
す
。

　

嘉
島
町
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
御
船

み
る
く
（
御
船
町
木
倉
）
と
、
添
付
表

の
熊
本
市
７
カ
所
の
施
設
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

熊
本
市
の
み
る
く
は
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
熊
本
か
ら
車
で
15
分
ほ
ど
に
な
り

ま
す
。
詳
細
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
み
る
く
病
児
保
育
室
」
を
検
索
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
２
０
１
９
年
度
の
継
続
・

新
規
の
登
録
も
随
時
受
け
付
け
中
で
す
。

　

病
児
保
育
の
ご
利
用
の
際
は
、
前
日

ま
で
の
事
前
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

御
船
み
る
く
の
登
録
申
込
書
は
役
場
の

窓
口
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
熊
本
市

の
病
児
保
育
を
登
録
・
利
用
の
場
合
は
、

各
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
型
連
休
中
の
病
児
保
育
施
設
の
開
所

は
添
付
表
の
丸
印
で
す
。

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

大
型
連
休
中
の
子
育
て
情
報

　

大
型
連
休
中
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
子
育
て
ひ
ろ
ば　

あ
い
あ
い
）

と
フ
ァ
ミ
リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
次

の
日
程
で
開
所
い
た
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
日
時

　

４
月
27
日
（
土
）
〜
30
日
（
火
）

　

10
時
〜
16
時

子
育
て
ひ
ろ
ば　

あ
い
あ
い
・
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
務
局

☎
２
３
７
‐
５
５
５
９

　
　
　
　
　
　

受
け
付
け
10
時
〜
16
時

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料

４
月
か
ら
免
除
と
な
り
ま
す

○
対
象
者　

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
出

産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
方

○
届
け
出
期
間　

　

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
届
け

出
可
能
で
す
の
で
、
速
や
か
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

○
産
前
産
後
期
間
の
取
り
扱
い

　

産
前
産
後
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
た

期
間
は
保
険
料
を
納
付
し
た
も
の
と
し

て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ

れ
ま
す
。

○
届
け
出
先

　

役
場
町
民
課

○
施
行
日

　

平
成
31
年
４
月
１
日

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
制

度
に
つ
い
て
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
　

役
場
町
民
課　

☎
２
３
７-

２
５
７
４

地
下
水
保
全
施
設
の
設
置

補
助
し
ま
す

　

地
下
水
保
全
の
た
め
、
住
宅
に
雨
水

浸
透
桝
を
設
置
し
て
雨
水
の
流
出
を
防

【
20
面
に
続
く
】

↑

4/28 29 30 5/1 2 3 4 5 6

1
エーネホーム
熊本市中央区神水１丁目 14-1

2
みるく病児保育センター

○ ○ ○
熊本市西区野中２丁目 12-26

3
グリム病児保育室

○ ○
熊本市西区花園５丁目 24-89

4
病児保育みらい

○ ○
熊本市中央区帯山２丁目12-10

5
病児保育エミー

○ ○ ○
熊本市北区楠８丁目 16-63

6
病児保育室いちご
熊本市南区富合町木原 1410-1

7
病児・病後児保育ふわっと
熊本市東区桜木１丁目 11-7

広報かしま 2019.4

19



ぐ
場
合
ま
た
は
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
設

置
し
て
雨
水
の
有
効
利
用
を
図
る
場
合

に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

○
雨
水
浸
透
桝
設
置
補
助

・
補
助
対
象　

雨
ど
い
か
ら
接
続
で

き
る
位
置
に
設
置
し
た
内
径
ま
た
は
内

幅
２
５
０
㍉
以
上
の
桝
本
体
が
浸
透
性

を
有
す
る
も
の
。

・
補
助
金
額　

１
万
円
×
設
置
基
数

（
上
限
４
基
）

○
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
設
置
補
助

・
補
助
対
象　

散
水
用
と
し
て
販
売

さ
れ
て
お
り
、
一
般
的
に
購
入
可
能
な

製
品
で
、
有
効
貯
水
量
50
㍑
以
上
の
も

の
。
１
設
置
者
に
つ
き
１
基
。

・
補
助
金
額

　

貯
留
容
量
２
０
０
㍑
以
上　

設
置
に

要
す
る
費
用
の
全
額
（
上
限
３
万
５
０

０
０
円
）

　

貯
留
容
量
２
０
０
㍑
未
満　

設
置
に

要
す
る
費
用
の
２
分
の
１
（
上
限
２
万

４
０
０
０
円
）

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度
の
ご
案
内

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般

的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法
に

規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大

学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限

１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る

学
生
な
ど
で
、
ご
本
人
の
前
年
所
得
が

次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以
下
で

あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

〈
所
得
の
目
安
〉　　

１
１
８
万
円
＋
｛
扶
養
親
族
な
ど
の

数
×
38
万
円
｝

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、

承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定

で
あ
る
場
合
、
４
月
初
め
に
再
申
請
の

用
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
希
望
の

場
合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
ご
返

送
く
だ
さ
い
。

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所　

☎
３
６
７－

８
１
４
４

　
　

役
場
町
民
課　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

　

軽
自
動
車
税
は
、
次
の
よ
う
な
場
合

に
申
請
す
る
と
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ

【
19
面
か
ら
続
く
】

↑

平成 31（2019）年度
嘉島町文化センターからのご案内

　嘉島町文化センターでは、人権啓発の拠点となる開かれたコミュニティーセンターとして、以下の事業を行っていま
すのでお気軽にご参加ください。

事 業 名 内　容 時　期 対象者
高齢者学級 お寺のご住職による講話 7月・1月 60歳以上
人 形 劇 劇団による人形劇 1月※ 幼児～小学校低学年向け
文 化 祭 作品展示、ステージ発表 １月※ どなたでも

高齢者交流会 レクリエーション、昼食会 ２月※ 65歳以上

講　座　名 日　時 時　間
健康体操教室 第 3水曜（月 1回） 13:30

レクリエーションダンス教室 毎週木曜 13:30
舞踊教室（自主講座） 毎週火曜 13:30
舞踊教室（初心者向け） 毎週月曜 10:00

書道教室 第 1・3火曜  ９:30
手芸教室 第 1・3木曜 10:00

事業のご案内

講座案内

※日時は追って広報誌にてお知らせします。

☎２３７－０４６４
嘉島町文化センター　上六嘉 917

広報かしま2019.4
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り
ま
す
。

①
公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る
も
の
と

認
め
る
軽
自
動
車

②
（
イ 

）
身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る

方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

　

 

（
ロ 

）
身
体
に
障
害
の
あ
る
18
歳
未

満
、
ま
た
は
精
神
に
障
害
の
あ

る
方
と
生
計
を
一
に
す
る
人
が

所
有
し
、
そ
の
障
害
者
の
方
の

た
め
に
利
用
す
る
軽
自
動
車

※
障
害
の
程
度
に
よ
り
減
免
範
囲
が
あ

り
ま
す
。

○
減
免
申
請
期
間

　

納
付
書
の
届
い
た
日
か
ら
５
月
31
日

（
金
）
ま
で
（
納
期
限
ま
で
）

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳

②
戦
傷
病
者
手
帳

③
療
育
手
帳

④
精
神
障
害
者
手
帳

⑤
車
検
証

⑥
運
転
者
の
運
転
免
許
証

⑦
印
鑑
お
よ
び
納
付
書

※
①
〜
④
は
交
付
さ
れ
た
手
帳
が
必
要

で
す
。
等
級
に
よ
っ
て
は
減
免
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　

役
場
税
務
課
課
税
係

☎
２
３
７－

２
６
３
９

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

補
助
内
容
が
変
わ
り
ま
し
た

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
費
用
に
対
す
る
補
助
の
内
容
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

○
補
助
金
額

　

１
㌔
㍗
当
た
り

　

２
万
円
↓
１
万
円

○
補
助
上
限

　

10
万
円
↓
５
万
円

○
変
更
期
日

　

平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら

※
予
算
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
危
害
防
止

　

こ
れ
か
ら
カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
が
始

ま
り
、
ミ
ツ
バ
チ
が
訪
花
す
る
時
期
に

な
り
ま
す
。
農
薬
を
散
布
す
る
と
き
は
、

ミ
ツ
バ
チ
に
農
薬
に
よ
る
危
害
が
生
じ

な
い
よ
う
、
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の

位
置
や
防
除
計
画
な
ど
の
情
報
を
事
前

に
交
換
す
る
と
と
も
に
、
ミ
ツ
バ
チ
や

巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

県
農
業
技
術
課

☎
３
３
３－

２
３
８
１

　
　

県
畜
産
課　☎

３
３
３－

２
４
０
１

【
22
面
に
続
く
】

↑

 ４月～５月　10連休中のごみ収集日程 
校区

日程 東校区 西校区

４月 27日（土）
28日（日） 収集なし 収集なし

　　 29 日（月） 収集なし 燃えるごみ

30日（火） 燃えるごみ プラスチック製容器包装

５月　１日（水）
～５日（日） 収集なし 収集なし

６日（月） プラスチック製容器包装 燃えるごみ

※　５月の東校区の「瓶・缶の収集」は、第２水曜日（８日）に振り替えて実施します。

役場都市計画課環境係
☎２３７－２５９７

 益城クリーンセンターへの個人搬入可能日（有料：10円／／ kg） 
　４月 29日（月）～ 30日（火）、５月３日（金）、５月６日（月）　　９時～ 16時

　益城クリーンセンター　☎２８６－４１９０

 し尿くみ取り実施日 
　４月 30日（火）、５月２日（木）
　米満商会　☎２３７－０１１２
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農
繁
期
の
農
作
業
に
ご
理
解
・

協
力
を

　

〜
消
毒
、
わ
ら
焼
却
の
煙
〜

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
米
・
麦
・
大

豆
の
農
繁
期
を
迎
え
ま
す
。

　

農
家
の
方
は
、
農
作
物
の
栽
培
管
理

に
お
い
て
消
毒
を
行
っ
た
り
、
や
む
を

得
ず
麦
わ
ら
、
稲
わ
ら
の
焼
却
を
行
っ

た
り
す
る
場
合
は
、
風
向
き
な
ど
に
ご

配
慮
い
た
だ
き
、
隣
接
す
る
住
宅
や
住

民
の
方
へ
の
事
前
の
声
掛
け
や
、
子
ど

も
た
ち
の
登
下
校
の
時
間
帯
を
避
け
る

な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
周
辺
の
住
民
の
方
は
、
周
辺
農

地
の
様
子
を
う
か
が
い
、
消
毒
が
行
わ

れ
そ
う
で
あ
れ
ば
戸
口
や
窓
を
閉
め
る
、

洗
濯
物
な
ど
の
外
干
し
を
控
え
る
な
ど

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
消
毒　

麦　

４
月
上
旬
〜
中
旬

　
　
　
　

米　

９
月
上
旬

○
わ
ら
焼
却　

麦　

６
月
上
旬
〜
中
旬

　
　
　
　
　
　

 

米 

10
月
上
旬
〜
11
月

上
旬

　
　

役
場
農
政
課
農
政
係

☎
２
３
７－

２
６
２
９

　
　

上
益
城
農
協
嘉
島
支
所
購
買

☎
２
３
７－

０
０
９
８

介
護
と
仕
事
の
両
立
に
つ
い
て

○
介
護
休
業　

要
介
護
状
態
に
あ
る
対

象
家
族
を
介
護
す
る
た
め
に
、
通
算
93

日
、
３
回
ま
で
休
業
可
能

○
介
護
休
暇　

１
年
に
５
日
（
対
象
家

族
が
２
人
以
上
の
場
合
は
10
日
）、
介

護
そ
の
他
の
世
話
を
行
う
た
め
に
休
暇

の
取
得
が
可
能

○
所
定
外
労
働
の
制
限（
残
業
の
免
除
）

所
定
労
働
時
間
を
超
え
る
残
業
を
免
除

○
不
利
益
取
り
扱
い
の
禁
止　

介
護
休

業
な
ど
の
制
度
の
申
し
出
や
取
得
な
ど

を
理
由
と
し
て
解
雇
な
ど
不
利
益
な
取

り
扱
い
は
禁
止

　
　

熊
本
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
３
５
２－

３
８
６
５

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

白
川
・
緑
川　

総
合
水
防
演
習
２
０
１
９

○
日
時　

５
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

８
時
半
〜
12
時

○
会
場　

Ｊ
Ｒ
熊
本
駅
東
側　
　
　
　

　
　
　
　

白
川
河
川
敷
（
少
雨
決
行
）

　

住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
や
防
災
機

関
の
水
防
技
術
の
向
上
、
連
携
な
ど
を

目
的
に
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
、

熊
本
県
、
熊
本
市
の
主
催
に
よ
る
「
白

川
・
緑
川
総
合
水
防
演
習
」
を
白
川
河

川
敷
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
演

習
で
は
、
嘉
島
町
水
防
団
（
消
防
団
）

に
よ
る
河
川
氾
濫
を
防
ぐ
た
め
の
水
防

工
法
の
実
施
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

○
演
習
内
容

　

各
種
水
防
工
法
の
実
演
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
人
命
救
助
訓
練
、
地
域
住

民
・
学
生
な
ど
に
よ
る
避
難
訓
練
、
防

災
展
示
、
炊
き
出
し
訓
練
の
試
食
（
数

量
限
定
）
ほ
か

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

熊
本
河
川
国
道
事
務
所
河
川
管
理
課

　
　

☎
３
８
２－

１
１
３
６
（
直
通
）

東
部
幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

４
月
18
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

東
部
幼
光
保
育
園　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

全
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の
で
、

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
　

東
部
幼
光
保
育
園

☎
３
６
０－

６
１
０
３

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

募
っ
て
い
ま
す

危
険
物
取
扱
者
試
験

　

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
２
０
１

９
年
度
第
１
回
試
験
が
次
の
日
程
で
実

施
さ
れ
ま
す
。

○
試
験
の
種
類　

・
甲
種

・
乙
種
第
１
類
〜
第
６
類

・
丙
種

○
試
験
日　

６
月
９
日
（
日
）

○
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請　

〜
４
月
18
日
（
木
）

・
電
子
申
請　

〜
４
月
15
日
（
月
）

○
願
書
な
ど
の
配
置
場
所

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
県
支
部
、

熊
本
市
消
防
局
、
県
内
の
各
消
防
本
部

お
よ
び
県
総
務
部
市
町
村
・
税
務
局
消

防
保
安
課

　
　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　

県
支
部

☎
３
６
４－

５
０
０
５

【
21
面
か
ら
続
く
】

↑
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県
立
農
大
農
作
業
安
全
講
座

（
大
特
・
け
ん
引
）
受
講
生

　

一
般
農
業
者
を
対
象
と
し
た
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
農
作
業
安
全
の
啓
発
お
よ
び

運
転
操
作
技
術
の
向
上
を
図
る
講
習
が

県
立
農
大
で
行
わ
れ
ま
す
。
講
習
後
に

大
特
・
け
ん
引
（
農
耕
車
限
定
）
運
転

免
許
の
受
験
が
で
き
ま
す
。

対
象
者　

①
専
業
農
家
お
よ
び
第
１
種

兼
業
農
家
の
構
成
員
の
方
②
県
内
の
農

業
生
産
組
織
ま
た
は
農
業
生
産
法
人
の

構
成
員
、
従
業
員
の
方
な
ど

募
集
期
間

　

〜
５
月
10
日
（
金
）

申
込
書
な
ど
の
書
類

　

農
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
す
る

か
、
役
場
農
政
課
、
各
Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン

タ
ー
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

申
込
書
提
出
（
問
い
合
わ
せ
）
先

　

上
益
城
地
域
振
興
局
農
業
普
及
・

　

振
興
課　

☎
２
８
２－

０
３
０
５

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

４
月
24
日
（
水
）
弁
護
士

　

５
月
22
日
（
水
）
弁
護
士

　

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電

話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員

（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

↑

　

嘉
島
町
で
も
現
在
、「
料
金
未
納
訴

訟
最
終
通
知
書
」
な
ど
と
題
す
る
は
が

き
が
自
宅
に
届
く
「
架
空
請
求
詐
欺
」

の
前
兆
事
案
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

は
が
き
に
は
、
個
人
の
住
所
・
氏
名

が
記
載
さ
れ
、
差
出
人
も
「
〇
〇
訴
訟

管
理
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
、
あ
た
か
も
公

的
機
関
の
よ
う
な
名
称
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
内
容
も
受
取
人
の
不
安

を
あ
お
る
よ
う
に
「
裁
判
」「
差
し
押

さ
え
」
な
ど
と
普
段
接
し
な
い
言
葉
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

〇
訴
訟
は
が
き
へ
の
対
処
法

・
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
に
は
一
切

応
じ
な
い

・
記
載
の
あ
る
電
話
番
号
に
は
絶
対

に
電
話
し
な
い

・
不
安
に
思
う
場
合
や
、
万
が
一
、
相

手
に
電
話
し
た
場
合
は
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
速
や
か
に
消
費
生
活
相
談
窓
口

や
警
察
な
ど
に
相
談
す
る

　

こ
れ
ら
を
徹
底
し
、
詐
欺
被
害
を
未

然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
30
年
中
の
振
り
込
め
詐
欺
な
ど

の
被
害
は
、
全
国
で
約
３
５
６
億
円
、

県
内
で
も
約
１
億
５
千
万
円
。
新
元
号

を
う
た
っ
た
新
た
な
詐
欺
も
発
生
し
て

い
ま
す
。
細
心
の
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
。

《
後
絶
た
な
い「
身
に
覚
え
の
な
い
訴
訟
は
が
き
」》
見
守
り
新
鮮

情
報
4
月
号

（例）
総合消費料金未納分訴訟最終通知書

管理番号（ま）２９１

この度、貴方の未納されました総合消費料金に
ついて、契約会社及び、運営会社から、訴状申
し入れされたことを本状にて報告いたします。
下記の取り下げ最終期日までにご連絡無き場
合、……指定の裁判所へ出廷となります。
尚、裁判を欠席されると……あなたの給料、財
産の差し押さえ等のおそれがございますので、
十分ご注意ください。
民事訴訟及び、裁判取り下げ等のご相談に関し
ましては当センターにて承っておりますので、
下記窓口へお問い合わせください。

取り下げ最終期日　平成 30 年 4 月●日
民事訴訟管理センター
東京都千代田区霞が関●丁目●番●号
消費者相談窓口　０３－５８３０－●●●●
受付時間９：00 ～ 18：00（日・祝日を除く）
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

　

嘉
島
町
の
新
小
・
中
学
生
、
高
校

生
の
皆
さ
ま
、
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
４
月
に
入
り
、
新
生

活
が
ス
タ
ー
ト
。
嘉
島
交
番
は
皆
さ

ま
の
登
下
校
時
を
中
心
に
見
守
り
警

戒
活
動
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
県

内
で
は
、
盗
難
被
害
や
子
ど
も
を
狙
っ

た
声
掛
け
、
わ
い
せ
つ
事
案
が
発
生

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
登
下
校
時
な

ど
細
心
の
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

○交通事故・刑法犯の発生状況 （件数）２月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万　

引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H31.2 9 48 0 0 3 0 0 0

H31累計 14 100 0 0 5 0 0 0

前年比 ± 0 -6 ± 0 ± 0 ± 0 -1 ± 0 -2

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H31.2 24 138 1 0 3 1 0 0

H31累計 36 294 3 0 5 2 0 0

前年比 +6 -58 +3 -1 ± 0 -5 ± 0 -4

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 265）

　近年、都市の繁華街を中心に女子高校生などによるマッサージ、会話
やゲームを楽しませるなどの接客サービスを売り物とする営業が見られ、
「ＪＫビジネス」と呼ばれています。
　一見すると問題のないアルバイト先に見える場合でも、女子高校生な
どがお客から児童買春などの被害に遭うなどのケースが目立っており、
安易に働くことはとても危険です。

「JKビジネス」で各種トラブルに遭った際は、
＃ 9110（警察安全相談専用電話）または最寄りの警察署まで。

スマホを使って
会わないで！（知らない人と）
撮らないで！（自分の裸を！）
画像を送らないで！
個人情報を載せないで！
悪口を書き込まないで！
いじめないで！（ネットを使って）
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嘉
島
町
は
４
月
１
日
付
で
町
職

員
の
定
期
人
事
異
動
を
発
令
し
ま

し
た
。
名
簿
の
カ
ッ
コ
内
は
前
任

で
す
。

建
設
課
総
括
審
議
員
兼
建
設
課
長

（
社
会
教
育
課
総
括
審
議
員
兼
社

会
教
育
課
長
）

西
郡　

豊
孝

社
会
教
育
課
長
（
社
会
教
育
課
審

議
員
兼
社
会
教
育
係
長
）

増
永　

貴
士

都
市
計
画
課
審
議
員
兼
環
境
係
長

（
学
校
教
育
課
審
議
員
兼
学
校
教

育
係
長
）

西
本　

幸
弘

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
（
総

務
課
付
上
益
城
広
域
連
合
派
遣
）

下
田　

雅
文

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
長
（
町

民
課
戸
籍
係
長
）　

園
田
ひ
ろ
み

嘉
島
町
役
場　

職
員
人
事

異　
　
　

動

農
政
課
農
地
係
長
（
社
会
教
育
課

参
事
）

河
原　

ま
り

建
設
課
上
水
道
係
長
（
都
市
計
画

課
環
境
係
長
）

吉
本　

博
志

総
務
課
付
熊
本
中
央
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
整
備
促
進
協
議
会
事
務

局
派
遣
（
農
政
課
農
地
係
長
）

篤
岡
潤
一
郎

町
民
課
戸
籍
係
長
（
町
民
課
参
事
）

 

椛
木　
　

幸

税
務
課
主
事
（
建
設
課
主
事
）

 
杉
本　

靖
博

町
民
課
主
事
（
総
務
課
付
熊
本
中

央
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
促

進
協
議
会
事
務
局
派
遣
）

 

古
莊　

直
輝

総
務
課
付
上
益
城
広
域
連
合
派
遣

（
町
民
課
主
事
）

 

佐
伯　

柊
斗

社
会
教
育
課
主
事
（
都
市
計
画
課

主
事
）

 

吉
竹　

翔
平

昇　
　
　

格

定
年
退
職
・
再
任
用

都
市
計
画
課
総
括
審
議
員
兼
都
市

計
画
課
長
（
都
市
計
画
課
長
）　

 

春
日　

公
和

都
市
計
画
課
参
事
（
建
設
課
総
括

審
議
員
兼
建
設
課
長
）

 

成
松　

信
博

新  

規  

採  

用

　

●
春
日
監
査
委
員
に
辞
令
交
付

　

嘉
島
町
議
会
３
月
定
例
会
で
議

会
選
出
の
町
監
査
委
員
に
選
任
さ

れ
た
春
日
堅
一
氏
に
３
月
13
日
、

荒
木
町
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

町民課主事

山下　将弥
町民課技師

村上　彩乃

　嘉島町の各区老人会メンバーらが集う高齢
者交流会が３月２日、文化センターで開かれ
ました。
　参加者約 60 人は、町の保健師、古田果世
さんの指導でゲームなどのレクリエーション
を楽しんだり、昼食会を通した交流を深めた

りして和気あいあいのひとときを楽しんでい
ました。
　同センターの地域交流事業の一環で、高齢
者を取り巻く町内外の現状や課題に関する講
話もありました。

地区老人会メンバー集う
町文化センターで交流会

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
高
齢
者
交
流
会
。
写
真
上
は

講
話
、
同
下
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ひ
と
と
き
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嘉島町民会館　ホール「アクア」催し案内

○ 催しの正式なスケジュールなど詳細は各主催者にご確認ください。 
「アクア」の予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町町民会館）でご覧になれます。

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細は主催者へお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎ 237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
　≪住所≫〒 861-3102　嘉島町大字下六嘉 1564番地　☎ 237-5555　≪利用時間≫９：00～ 22：00　
　≪駐車場≫あり　　≪アクセス≫イオンモール熊本から車で約５分 九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
　≪施設≫◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
　　　　　◇野球場：両翼 90ｍ、センター 113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、
　　　　　　軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
　　　　　◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105 ｍ× 68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
　　　　　◇管理棟：会議室１室、多目的室１室、男女更衣室、男女トイレ

※ ５月２日（木）は大型連休中ですが、園内の施設および設備機器点検のため臨時休園となります。ご
理解、協力のほどよろしくお願いいたします。

嘉島町総合運動公園

月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

4 14 日 ピアノエレクトーン教室発表会 13:30 無料 湯村弘子ピアノエレクトーン教室
☎ 365-2030

4 29 月 ピアノ発表会 13:00 無料 西田ピアノ教室
☎ 282-7634

各種大会等予定 ３月 18日現在
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者

４

14 日 第 34回九州大学サッカーリーグ 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会

21 日 KFA　第 23回熊本県サッカー選手権大会 競技場 9:00 ～ 熊本県サッカー協会

28 日 熊本県ミドルサッカーリーグ 競技場 9:00 ～ 熊本県サッカー協会

29 月 高円宮杯 JFA U-15 サッカーリーグ 2019九州 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会

５

１ 水 第７回熊本県農業関係高等学校サッカー大会 競技場 9:00 ～ 熊本県農業関係高等学校長会

３ 金 KFA　第 23回熊本県サッカー選手権大会 競技場 9:00 ～ 熊本県サッカー協会

４ 土 高円宮杯 JFA U-15 サッカーリーグ 2019熊本 競技場 9:00 ～ 熊本県サッカー協会　11日も開催

５ 日 高円宮杯 JFA U-18サッカープリンスリーグ2019九州 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会

６ 月 高円宮杯 JFAU-15 サッカーリーグ 2019 九州 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会

25 土 KFA　第 34 回熊本県クラブユースサッカー
（U-15）選手権大会 競技場 9:00 ～ 熊本県サッカー協会

26 日 第 34 回九州大学サッカーリーグ 競技場 9:00 ～ 九州サッカー協会

26 日 上益城郡紳士野球大会 野球場 9:00 ～ 上益城郡軟式野球連盟
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■
嘉
島
中
の
平
成
30
年
度
「
地
域
未
来
塾
」
閉
塾

式　

２
月
25
日
に
同
中
で
開
か
れ
ま
し
た
。
22
人

の
塾
生
た
ち
を
髙
野
隆
教
育
長
が
「
こ
の
塾
で
の

学
び
が
必
ず
将
来
に
つ
な
が
る
」、
作
田
潤
一
校

長
も
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
受
け
止
め
、
夢

を
実
現
し
て
ほ
し
い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
塾
生
を
代
表
し
て
井
上
く
る
み

さ
ん
が
「
こ
の
塾
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
頑

張
り
た
い
」
と
決
意
を
表
明
。
こ
の
半
年
間
、
夏

休
み
や
冬
休
み
、
学
校
休
業
の
土
曜
に
生
徒
た
ち

の
指
導
に
当
た
っ
た
塾
の
運
営
委
員
ら
も
エ
ー
ル

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

■
嘉
島
町
民
講
座
の
閉
講
式　

３
月
７
日
、
町
民

会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
同
講
座
は
、
町
教
委
が

町
民
の
学
び
の
場
づ
く
り
の
一
環
で
昨
春
、
新
た

に
創
設
。
隔
月
で
町
内
外
か
ら
ゲ
ス
ト
講
師
を
招

き
、
企
業
経
営
の
現
場
や
福
祉
、
健
康
づ
く
り
な

ど
幅
広
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

閉
講
式
に
は
受
講
者
ら
36
人
が
出
席
。
髙
野
隆

教
育
長
が
「
こ
の
講
座
で
の
学
び
を
通
し
て
実
り

あ
る
人
生
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
18
年
度
の
最
終
講
座
も
開
か
れ
、
玉
名

市
金
栗
四
三
Ｐ
Ｒ
推
進
室
の
徳
永
慎
二
氏
が
「
日

本
マ
ラ
ソ
ン
の
父　

金
栗
四
三
の
足
跡
」
と
題
し

て
講
演
し
ま
し
た
。

☆ 

紙
芝
居
「
上
野
の
井
手
」
の
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

藤
井　

み
ど
り　

様
（
高
田
）

河原　陽葵さん
嘉島西小３年

鍋田　侑
ゆう

希
き
さん

嘉島東小２年

　

わ
た
し
の
好
き
な
本
は
「
に
ん

じ
ん
ば
た
け
の
パ
ピ
プ
ペ
ポ
」
と

い
う
本
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

大
人
か
ら
「
に
ん
じ
ん
を
食
べ
た

ら
だ
め
」
と
い
わ
れ
て
い
た
の
に

　

ぼ
く
が
こ
の
本
を
え
ら
ん
だ
り

ゆ
う
は
、
ね
こ
の
サ
イ
モ
ン
の
え

が
か
わ
い
か
っ
た
か
ら
で
す
。
よ

ん
で
み
る
と
ね
こ
の
サ
イ
モ
ン
が
、

ラ
イ
オ
ン
と
ト
ラ
と
チ
ー
タ
ー
と

ピ
ュ
ー
マ
と
ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
に
、
に

か
じ
っ
た
ら
、
い
い
こ
に
な
っ
た

か
ら
で
す
。
こ
の
本
に
は
ぶ
た
の

き
ょ
う
だ
い
が
出
て
き
て
に
ん
じ

ん
の
あ
ら
そ
い
が
お
も
し
ろ
い
の

で
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
読
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

て
い
る
と
こ
ろ
を
さ
が
し
て
い
く

と
、
に
て
な
い
っ
て
い
わ
れ
た
け

れ
ど
あ
と
で
サ
イ
モ
ン
と
ト
ラ
た

ち
が
に
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
つ

か
っ
て
あ
そ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
み
な
さ

ん
も
よ
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

「
に
ん
じ
ん
ば
た
け
の

パ
ピ
プ
ペ
ポ
」

「
サ
イ
モ
ン
は
、ね
こ
で
あ
る
」

偕成社

か
こ　

さ
と
し
＝
作
・
絵

あすなろ書房

おすすめ本
平成くん、さようなら
 古市憲寿

天
てん

子
し

蒙
もうじん

塵＜一＞～＜四＞
 浅田次郎

きみを変える50の名言
 イチロー、樹木希林他

54字の物語
 氏田雄介　作　佐藤おどり　絵

九州・奄美・沖縄の両生爬虫類
カエルやへびのことをもっと知ろう
 九州両生爬虫類研究会編

10歳までに身につけたい
一生困らない子どものマナー
 西出ひろ子　川道映里

ジュニア　空想科学読本
 柳田理科雄・著　藤嶋マル・絵

なやみと～る　１
友
とも

だち関
かんけい

係のなやみ
 梶塚美帆・文　つぼいひろき・絵

かっぱのこいのぼり
 内田麟太郎・作　山本　孝・絵

みずとはなんじゃ？
 かこさとし・作　鈴木まもる・絵

ガ
リ
ア
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
＝
作

な
か
が
わ
ち
ひ
ろ
＝
訳

図
書
室
か
ら

 

☎
２
３
７ｰ

０
０
５
８

原
則
、
月
曜
が
休
館
日
で
、
開
館
は
火
曜
〜
日
曜
（
９

〜
17
時
）。
月
曜
が
祝
日
の
場
合
、
翌
日
の
火
曜
に
休
館
。

《
４
〜
５
月
の
休
館
日
》

４
月
15
、
22
、
30
日

５
月
７
、
13
、
20
、
27
日

※
大
型
10
連
休
中
は
、
４
月
30
日
の
み
休
館
で
す
。

な
お
、
休
館
日
も
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。
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人権問題の正しい理解のために 〔その322〕
さまざまな
　　　課題

　高齢者に対してどのようなイメージを持っていますか。高齢であっても、働いたり地域活動などに参加し
たりする方も多く、ライフスタイルや価値観もさまざまです。高齢者に対する決めつけた考え方や接し方は、
差別につながります。
　また、養護者や養介護施設従事者などによる高齢者への身体的・精神的な虐待や高齢者の有する財産権
の侵害などの問題も深刻化しています。
　加齢による衰えは、誰もが避けることはできません。それにもかかわらず、こうした高齢者を疎外したり、
蔑視したりしていませんか。誰もが最後まで人としての尊厳を全うしたいと願っています。高齢者一人ひとり
の生き方や考え方が尊重される家庭、地域、職場などを増やしていきましょう。

｢長寿・安心・くまもとプラン｣ ( 第 6 期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画 )
 〔2015 ～17年度〕
　高齢化が進む中で、高齢者が住み慣れた地域において、できるだけ健やかで自立した生活ができるよう、
熊本らしい高齢者福祉施策を推進するために策定されました。
認知症対策の推進
　「熊本モデル」と呼ばれる2層構造 (基幹型センター、地域拠点型センター)の認知症疾患医療センター
などと、かかりつけ医などとの連携促進による3層構造の ｢医療体制の充実｣、認知介護研修の着実な実
施などによる ｢介護体制の充実｣、認知症サポーターによる ｢地域支援体制の充実｣ を三つの柱に取り組み
を進めています。

認知症に対する誤った理解や偏見
　認知症は、脳の病気が原因で起こります。記憶障がいなどさまざまな症状が現れますが、｢何も分から
なくなる｣ ｢何もできなくなる｣ ということではありません。不安や苦しみを最も感じているのは本人であり、
本人の尊厳が守られ、安心して生活するための支援が求められます。
高齢者虐待
　身体的虐待、心理的虐待、経済的虐待、性的虐待、介護・世話の放棄・放任 (ネグレクト)などがあります。
犯罪被害・消費者被害など
　振り込め詐欺など悪質商法の被害、財産管理上のトラブルなど、さまざまな犯罪や消費者被害などに巻
き込まれる可能性があります。

高齢者の人権　社会にとって大切な宝

　「高齢者はこうあるべき…」と決めつけていませんか？

○どんな取り組みが行われていますか？＜熊本県の主な取り組み＞

○どんな課題がありますか？

◎人権に関するご相談がある方は、嘉島町文化センターで随時受け付けています。ご相談内容によって、
　担当課や専門機関をご紹介します。

平日　８：30 ～17：15　☎237－0464（嘉島町上六嘉917）

※熊本県人権同和政策課　啓発資料より
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The end of term is near! Congratulations to all 
of the graduating students. I'm very excited 
to teach the graduating six grade classes at 
Kashima Nishi and Kashima Higashi at the 
Junior High School in April.
The Junior High School graduation ceremony 
on March 9th was very beautiful. The previous
weekend, on March 2nd, I participated in a 
Friendship Soccer Match with Nishi Elementary
School and several other elementary schools. 
We played very well! I scored one goal. We 
won first prize. It was a lot of fun.
On March 11th, I went to see a very popular 
waterfall in Aso! It was very beautiful. I hope 
to see more of Japan soon. Hopefully all the 
students have a fun spring vacation! Until 
next time.

　学期末が近づいています！卒業生のみなさ
ん、おめでとうございます。私は嘉島西小と
嘉島東小を卒業する６年生のみなさんを４月
から中学校で教えることに非常にわくわくし
ています。
　３月９日の嘉島中の卒業式はとても素晴ら
しかったです。
　先週末（３月２日）、私は嘉島西小と他のい
くつかの小学校の先生方と一緒に、教職員親
善サッカーの試合に参加しました。私たちは
とてもうまく試合を進めることができ、私は
ゴールを決めました。そして私たちは優勝す
ることができました。とても楽しかったです。
　３月 11 日、阿蘇でとても人気のある滝を見
に行きました！それはとても美しかったです。
これからももっと日本中の素晴らしい場所を
見てみたいです。児童・生徒のみなさんが楽
しい春休みを過ごせますように。次回まで。

（３月 18 日作成）

McIlvride Madeline Marie

End of Term!

学期末！

外国語指導助手（ALT)

HELLOHELLO
KashimaKashima

 

教
職
員
親
善
サ
ッ
カ
ー
に
参
戦
！　

ゴ
ー
ル
も
見

事
、
バ
ッ
チ
リ
。
見
事
と
い
え
ば
、
阿
蘇
で
見
た

滝
。
思
わ
ず
パ
チ
リ

広報かしま 2019.4

29



工藤　久代
（井寺）

永田　莉奈子さん（嘉島東小5年）森嶋　眞弓さん（滝河原）

冬
晴
れ
の
光
の
差
し
て
い
る
処
布
団
を
干
せ
ば
羽
毛
が
香
る 

大
塚
シ
ズ
子

薄
茶
色
の
チ
ェ
ッ
ク
の
マ
フ
ラ
ー
今
も
あ
り
父
の
温
も
り
甦
り
く
る 

川
原　

涼
子

短
め
の
パ
ン
ツ
が
流は

や

行り

と
言
う
春
に
わ
れ
の
背
の
丈
だ
ん
だ
ん
ち
ぢ
む 

北
澤
喜
美
子 

階
段
の
昇
り
始
め
は
な
ん
と
な
く
今
日
も
右
足
明あ

し

日た

も
き
っ
と 

工
藤　

明
子

胸
の
裡う

ち

見
透
か
さ
る
る
か
大
空
を
占
め
て
輝
よ
ふ
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン 

栗
﨑　

房
子

二
輪
程
咲
き
い
し
椿
の
蜜
を
吸
う
口
ば
し
黄
色
め
じ
ろ
の
つ
が
い 

栗
﨑　

廉
子

ど
こ
と
な
く
青
味
を
お
び
た
白
き
花
梅
は
小
枝
の
先
ま
で
咲
け
り 

境　
　

益
代

朝
々
の
霜
に
枯
れ
た
る
庭
先
に
草
を
押
し
上
げ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
出
づ 

津
出
ト
ヨ
子

二
次
会
は
紅
茶
と
ケ
ー
キ
の
喫
茶
店
話
題
は
絶
え
ぬ
古
希
の
女
子
会 

冨
永　

照
代

連
れ
だ
っ
て
児
ら
の
遠
足
喜
喜
と
し
て
ひ
る
の
ベ
ン
ト
ウ
母
の
手
作
り 

西
岡　

幸
止

少
女
ら
の
瞳
に
映
る
風
景
の
一
点
と
し
て
我
す
れ
違
う
な
り 

林　

ひ
ろ
み

青
竹
の
先
に
挟
ん
だ
白
餅
が
ど
ん
ど
や
の
熾お

き

火び

ぐ
る
り
と
囲
む 

本
住　

晴
美

組
み
上
げ
た
竹
を
登
り
て
ど
ん
ど
や
の
紅
蓮
の
火
柱
太
く
な
り
ゆ
く 

橋
本
ユ
キ
子

ふ
き
の
と
う
義
母
の
思
い
出
あ
れ
こ
れ
と
手
の
平
い
っ
ぱ
い
浮
か
ん
で
来
ま
す 

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

かかししままのの文化文化

「私の靴」「ボタン」
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３月の
　　 町長の動き

荒木町長談

１日 ・庁内常会
 ・県体育協会理事会
３日 ・嘉島町消防出初め式
 ・野田たけし新春の集い
４日 ・課長会議
 ・嘉島町健康づくり推進委員会
５日 ・九州電力熊本東営業所長来庁応対
 ・肥後銀行嘉島支店長来庁応対
 ・県共同募金会来庁応対
 ・県健康づくり功労者団体表彰伝達
６日 ・協同組合嘉島リバゾン理事長来庁応対
 ・嘉島町老人会長会定例会
７日 ・地方制度調査会専門小委員会視察来庁応対
８日 ・嘉島町議会定例会
 ・県土地改良事業団体連合会支部協議会
 ・坂本哲志衆議院議員2019春の集い
９日 ・嘉島中卒業式
10日 ・下六嘉区総会
 ・三郎無田区総会
 ・鯰地区都市計画道説明会
11日 ・東日本大震災追悼式
12日 ・課長会議
 ・県防犯協会来庁応対
 ・嘉島町議会定例会
 ・嘉島町交通安全推進会議
13日 ・肥後銀行嘉島支店長来庁応対
 ・嘉島町議会定例会
 ・嘉島町ごみ問題対策実行委員会
 ・嘱託員会議
14日 ・地方公共団体金融機構代表者会議
15日 ・嘉島幼稚園卒園式
 ・嘉島町総合教育会議
 ・水土里情報利活用協議会通常総会
 ・UR機構理事長来庁応対
16日 ・嘉島中央土地改良区総代会
17日 ・高田区総会・北甘木区総会
 ・高田堰土地改良区総会・西村区総会
18日 ・課長会議
 ・東海大学阿蘇実習フィールド竣

しゅん

工式
 ・熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会町長会議
19日 ・県共同募金会理事会
 ・東海大学、東海大学医療技術短期大学学位授与式
 ・県市町村総合事務組合議会
 ・県町村会定期総会
20日 ・嘉島東西小卒業式
 ・県土地改良事業団体連合会総会、理事会
22日 ・嘉島町社会福祉協議会理事会、評議員会
 ・嘉島町献穀事業推進協議会設立総会
23日 ・心をつなぐキャッチボールプロジェクト野球教室
24日 ・上仲間区総会・井寺区総会
 ・犬渕区総会・上島消防団総会
25日 ・課長会議
 ・嘉島町防災会議
26日 ・人口減少社会における町村行政に関する委員会
 ・全国町村会正副会長会
27日 ・北甘木老人クラブ総会
 ・阿蘇くまもと空港国際線振興協議会役員会
 ・東京オリンピック聖火リレー県実行委員会
 ・県防犯協会連合会理事会
28日 ・長期派遣職員辞令交付
 ・第５回熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会
 ・県共同募金会評議員会
 ・県建設技術センター臨時評議員会
29日 ・県町村会辞令交付式
 ・上益城広域連合辞令交付式
 ・総合型地域クラブ会長来庁応対
 ・嘉島町役場退任式

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉

島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域

福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
、
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

松
本　

一
則　

様
（
犬
渕
）

　
　
　

亡　

ス
エ
メ　

様

　

石
坂　

永
雄　

様
（
犬
渕
）

　
　
　

亡　

ハ
ツ
ヱ　

様　

　

東
田　

茂
裕　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

ツ
モ　

様

　

森
田　

義
美　

様
（
北
甘
木
）

　
　
　

亡　

マ
ツ
エ　

様

　

北
澤　

喜
美
子　

様
（
高
田
）

　
　
　

亡　

広
文　

様

　

内
藤　

百
合
子　

様
（
下
六
嘉
）

　
　
　

亡　

榮
次　

様
一般寄付
嘉島西小学校
ボランティア委員会　様

3
月
15
日
現
在

　

新
し
い
時
代
「
令
和
」
が
い
よ
い
よ
幕
を
開
け

ま
す
。
嘉
島
町
に
と
っ
て
町
制
施
行
50
年
の
本
年

が
ま
さ
に
画
期
的
な
改
元
に
重
な
り
合
い
ま
す
。

　

天
皇
陛
下
の
ご
在
位
30
年
を
記
念
し
て
先
に
開

か
れ
た
政
府
主
催
の
式
典
に
参
列
し
ま
し
た
。
会

場
の
東
京
・
国
立
劇
場
に
集
っ
た
首
相
ら
三
権
の

長
は
じ
め
外
国
大
使
、
各
界
の
代
表
ら
に
対
し
、

陛
下
は
「
象
徴
と
し
て
の
務
め
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
た
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
だ
っ
た
」
と
謝
意
を

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
が
催
さ
れ
た
宮
中
茶
会
で

は
皇
后
さ
ま
や
皇
太
子
殿
下
か
ら
お
言
葉
ま
で
賜

り
ま
し
た
。「
全
国
町
村
会
は
い
か
が
で
す
か
」

「
熊
本
地
震
の
復
旧
・
復
興
は
ど
う
で
す
か
」
―
し

ば
し
、
ご
歓
談
い
た
だ
い
た
の
で
す
。
両
陛
下
が

確
立
さ
れ
た
「
国
民
と
共
に
歩
む
」
と
い
う
平
成

の
皇
室
ス
タ
イ
ル
を
目
の
当
た
り
に
で
き
ま
し
た
。

　

時
代
は
、
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

 

（
４
月
１
日
）

両
陛
下
主
催
の
宮
中
茶
会
の
案
内
。
荒
木
町
長
に
は
皇

后
さ
ま
や
皇
太
子
殿
下
か
ら
お
言
葉
も

意

輪
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発行日　平成31年４月12日

嘉島町の人口動態
平成31年３月31日現在

（前月比）

人   口 9,463 人　

　男　　 4,628 人　

　女　　 4,835 人

世帯数　 3,609 世帯　（＋36）

　

例
年
よ
り
早
い
か
、
遅
い
か―

気

に
な
る
桜
の
開
花
。
毎
年
、
こ
の
季

節
に
な
る
と
、
卒
業
式
や
入
学
式
の

取
材
に
行
き
、
涙
で
レ
ン
ズ
が
曇
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
今
年
は
わ

が
子
の
卒
業
式
で
し
た
。
保
育
園
の

卒
園
式
以
来
の
大
泣
き
で
、
息
子
に

恥
ず
か
し
が
ら
れ
る
始
末
。
で
も
一

生
に
一
度
し
か
な
い
こ
の
日
を
大
切

に
し
た
い
で
す
ね
。　
　
　
　
（
宮
）

　（＋26）

　（＋14）

　（＋40）

　

嘉
島
東
小
で
３
月
７
日
、
郷
土

料
理
教
室
が
開
か
れ
、
３
年
生
23

人
が
町
特
産
の
大
豆
を
使
っ
た
豆

腐
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

先
生
役
は
町
内
の
県
認
定
「
く

ま
も
と
食
の
名
人
」
の
５
人
。
児

童
た
ち
は
ゆ
で
た
大
豆
を
ミ
キ

サ
ー
に
か
け
て
布
で
こ
し
、「
豆
乳

が
た
く
さ
ん
で
き
た
」
と
大
喜
び
。

に
が
り
を
入
れ
て
豆
腐
を
完
成
さ

せ
る
一
方
、
お
か
ら
を
使
っ
た
サ

ラ
ダ
な
ど
も
作
り
、
早
速
、「
い
た

だ
き
ま
す
」。

　

指
導
し
た
河
原
君
代
さ
ん
は「
地

元
の
食
材
を
生
か
し
た
料
理
を
こ

豆
腐
作
り
に
挑
戦
！

☎

れ
か
ら
も
広
め
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

 

ご
両
親
：
森
井
　
亮
丞
さ
ん
、
佳
代
子
さ
ん
（
鯰
）

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を持参いただくか、メールでご応募ください。メールの
場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

森井　杏（あん）さん　8歳
　　　春月（はる）さん　6歳
　　　丞（たすく）くん　3歳
　　　昊李（とおり）くん

平成30年７月26日生

「思い出す…」
木村　啓子さん（鯰）

♪パパ、おばあちゃま大好き^_^

今
月
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン絵

手
紙

ご
両
親
：
高
木
　
雅
将
さ
ん
、
彩
香
さ
ん
（
下
六
嘉
）

高木　稀望（のぞみ）さん　4歳
　　　春瑠（はる）くん　3歳
　　　望羽（みはね）さん

平成30年７月24日生

これからも仲良しでいてね♡


